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はじめに

　漢代から唐代にかけては、ある特定の地方・地域を記述の対象とする地方志や、出身地

別の名士二伝等のr地方」をコンセプトとする著述が数多く作られた。それは、それ以前の

漢代に有力であったr唯・の皇帝を頂点に頂く中央指向の世界観」が崩壊したことと無縁

ではない。っまり、r中央・統一指向」からr地方・分立指向」へと人々の意識が傾いてい

ったことが地方志的地理書登場の背景にあると考えられる。それゆえ、この時期の地方志

研究は、広く思想史・精神史的な展開のなかに位置付けて捉え直されなければならない。

　本研究は、上記の間題意識に基づいて、分裂期であった六朝期に登場したr地方志的地

理書」を思想史的に捉え直し、それが、分裂状態が解消した晴唐期にあってどのように展

開していったのかを明らかにすることを目的とする。

　しかし、当時のr地方志的地理書」は、一部を除き散逸状態にある。そこで先ず、類書

などの諸書に断片的に残されている文献資料の輯逸作業を行って、あたう限り原書の復元

を試みる必要がある。基礎となる文献資料の整理がなされていない段階で、思想史的な考

察を組み立てようとしても、脆弱なものしかできないからである。

　そこで本研究では、逸文蒐集作業に力点を置いて検討を進めた。研究代表者の薄井が主

に作業に従事し、研究分担者の田村と小林が、専門的見地から助言をするという形で研究

を進めた。

　その結果、漢代から唐代に至る地理書については、かなりの資料を収集することができ

た。さらにそれらを整理して、本報告書に所収の、以下の二種類の研究成果をまとめるに

至った。

1r漢唐地理書目（稿）　その2～起漢至唐五嶽四漬及諸名山川書記　篇～」

2r漢唐地理書輯逸（稿）　その1～起漢至唐五嶽四濱及諸名山川書　篇～」

　1は、山岳や河川を記述の対象とした文献資料に関する目録と解題である。漢代より唐

代に至る問に作成されたものの、その後散逸している文献資料84種類にっいて、諸書に

引用されている断片を蒐集し、それらひとつひとつについて、書名・著者・成書年代・内

容等についての考察を加えたものである。この資料集は、研究代表者の薄井が、平成7年3

月に作成したr平成6年度科学研究費補助金（…般研究C）研究成果報告書』所収のr漢

唐地理書目（稿）その1～起漢至唐諸州書記　篇～」の続編である。

　2は、1の諸書の本文篇である。なお本文篇では、r南嶽小録」やr王嘉名山記」のよう

に、原文が存在している資料については、紙幅の関係もあって掲載を見合わせた。ただし、

電子化は済んでいるので、データベースなど、別の形で公刊したい。

　今回蒐集整理した文献資料の中には、慧遠r盧山記』や王嘉r名山記』のように、ほぼ

全文が残っているもの、あるいは謝霊運r遊名山志』や張玄之r呉興山嘘名、雪のように、

既にある程度輯逸作業が施されているものもある。しかし、張野r盧山記』や徐霊期r羅

浮山記、1のように、これまでほとんど顧みられなかった資料がほとんどである。その点、

今回の輯逸作業と考察によって、当該時期の山川志の姿が、いくらかなりとも明らかにな

ったことは、これからの研究の展開にとって、大きな意義を持つものと考えられる。
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研究概要

【研究組織】

研究代表者：薄井俊二（埼玉大学教育学部助教授）

研究分担者：田村　均（埼藍大学教育学部助教授）

　　　　：小林　聡（埼玉大学教育学部助教授）

【研究経費】

1998年度（平成10年度）：1，

1999年度（平成11年度）：

300千円

700千円
計 2，000千円

【研究発表】

（1）学会誌等

薄井俊二：

l　r前漢成帝期の后妃論をめぐって」r中国哲学論集』第24号、1998年10月

田村均：

汀機屋・箴屋・機大工」7所沢市史研究』第21号、1998年3月

：r地域博物館の新たな可能性」

　　　　r埼玉大学紀要　教育学部（人文・社会科学）』第47巻第1号、1998年3月

：rポーランド歴史的都市の広場の空間構成と建築景観」

　　　　r埼玉大学地理学研究報告（教育学部）』No．18、1998年12月

：r畑作・複合小経営のむらの諸営業と農村職人～明治前期狭山丘陵1 II口谷の旧氷川村～」

　　　　r所沢市研究』第22号、1999年3月

：r産業案内誌の編纂と共進会～明治後期の埼玉県ガイドブック～」

　　　　r埼玉県資料叢書月報』No．6、1999年6月

：rポーランド歴史的都市の色彩景観～広場建築ファサードの配色パターン～」

　　　　r埼玉大学地理学研究報告（教育学部）』No。19、1999年12月

小林聡

：r階書に見える梁陳時代の印綬冠服規定の来源について」

　　　　r埼玉大学紀要　教育学部（人文・社会科学）』第47巻第1号、1998年3月
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【研究成果】

1r漢唐地理書目（稿）　その2～起漢至唐五嶽四漬及諸名山川書記　篇～」

2r漢唐地理書輯逸（稿）　その1～起漢至唐五嶽四漬及諸名山川書　篇～」
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　　　　　　　目　　　次

はじめに

研究概要

目　次

r漢唐地理書目（稿）その2～起漢至唐五嶽四漬及諸名山川書記　篇～」

　　凡例

　　本文

　　　漢唐地理書目（稿）その2～起漢至唐五嶽四漬及諸名山川書記　篇～

　　　［00］五岳諸名山

　　　［01］河北山西

　　　［02］山東

　　　［03］河南

　　　［04］両江

　　　［05］漸間

　　　［06］湖南北

　　　［07］陳西甘粛

　　　［08］広東西

　　　［09］四川雲南

　　　［10］江西

　　　［50］四漬海湖

r漢唐地理書輯逸（稿）その1～起漢至唐五嶽四演及諸名山川書　篇～」

　　凡例

　　本文

　　　漢唐地理書輯逸（稿）その1～起漢至唐五嶽四演及諸名山川書　篇～

　　　［00］五岳諸名山

　　　［01］河北山西

　　　［02］山東

　　　［03］河南

　　　［04］両江

　　　［05］漸閲

　　　［06］湖南北

　　　［07］陳西甘粛

　　　［08］広東西

　　　［09］四川雲南

　　　［10］江西

　　　［50］四漬海湖

書名索引
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漢唐地理書目（稿）その2

　～起漢至唐五嶽四演及諸名山川書記　篇～

薄井　俊二
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凡例

一、本稿は、漢代から唐代に至る間に作られたとされるr地理書」のうち、山岳や河川を

対象として著述されたr山川志」の類の資料を集めて、それらの目録として作成したもの

である。

一、本目録の構成は、王護のr漢唐地理書抄』を参考にし、若干の補足訂正を加えること

とする。

　即ち、目録全体の構成としては、同書の嘉慶十六年（蓋811）の凡例に付された目録（以

下r初本目録」と略称）が、それぞれの資料の内容に基づくr卜二門類」に分類している

ものに従うこととする。ちなみに、r山川」を著述の範囲とする地理書を扱う本稿において

は、同書のr五岳四漬及諸名山川書記」の部分に収録されている資料を中心として目録を

作成する。

　なお、r初本目録」の構成と収録資料数は次の通り。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1

く漢唐地理書紗初本目録＞

天文星野及五帝三王地理書記

起秦漢詑晴唐歴朝地理書記

漢魏詑唐諸州地理書記

漢魏詑唐諸郡國地理書記

五岳四漬及諸名山川書記

歴代都邑宮閾寺廟書記

聖賢埴墓神仙洞府書記

各方故事遺聞稗雑書記

行役征途経渉地理書記

四喬外國地理書記

諸州郡先賢書藷仙眞傳

　一45種

　一35種

　一45種

一172種

　一56種

　一18種

　一20種

　一28種

　一26種

　一35種

　一41種
各州郡土産異物及本草道地書記一23種

一、r十二門類」それぞれの内部構成については、地域ごとにまとめることとし、r初本目

録」出版後に出されたr重訂漢唐地理書　」の目録（以下r重訂本目録」と略称）におけ

る十区画区分に従う。

　なお、r重訂本目録」の構成と収録資料数は次の通りであるが、（第三冊）（第四冊）部分

が地域ごとの分類になっており、本稿では、r河北山西（重訂本目録ではr直隷山西」とす

る）」を［01］とし、以下［10］のr江西」までの十部構成とする。

　　く漢唐地理書紗重訂本目録＞

（第冊）

天文星野及五帝三王地理書目

（第二冊）

起秦漢詑晴唐歴朝地理書目

一36種

一33種
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（第三冊）

01直隷山西古地理書目

02山東古地理書目

03河南古地理書目

04爾江占地理書目

05漸閲古地理書目
（第四冊）

06湖南北古地理書目

07陳甘古地理書目

08廣東西古地理書目

09四川雲貴占地理書目

10江西古地理書目

一34種
一13種
一23種
一47種
一23種

一40種
一23種
一27種
一29種
一35種

＊本稿ではr河北山西」とする

＊本稿ではr陳西甘粛」とする

一、収録資料のそれぞれには、六桁の整理番号を付すが、それぞれの意味するところは次

の通りである。

　初めの二桁の番号は、r初本目録」におけるr十二門類」を示す。本稿はr五岳四　及諸

名山川書記」なので、それに相当する［05］がつくことになる。

　次の二桁の番号は、記述されている地域を示す。それぞれの番号と地域の対応は、上記

凡例に記した「重訂本目録」による。

　ただし、山岳や河川の場合は、政治的な区域に収まりきれない場合がある。またいくつ

かの名山や河川を総括的に述べる場合もある。そこで本目録では、次のような特例を設け

ることとした。

　　①五岳や複数の名山を集めた文献には［00］の番号を与える。

　　②河川や海湖を対象とした文献は、地域ごとに分けずにすべて［50］の番号を与え

　　る。

　　③山岳や河川にわたって記したものであっても、特定の地域に限定して記述している

　　ものは、他の資料同様r重訂本目録」の地域に対応した番号を与える。

　最後の二桁の番号は、それぞれのカテゴリーの内部における通し番号である。

　　　　　「河北山西」を示す

　　　　　　　↑

＜例〉　05　01　01　恒山記
　　　↓　　　　↓

　　　↓　　　　r通し番号」

　　　↓

　　　↓

r五岳四演及諸名山川書記」を示す
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一・ 1件について、以ドの各項目の情報を付す。

＜1〉書名

　　　引用されている資料により書名が異なるものについては、適宜注記した。

く2＞著者

　　　作者の伝記資料などについても注記した。

〈3＞成書年代

　　　＜2＞＜3〉については、〈7〉の先行研究を参照した。

〈4＞正史経籍志等への登録

　　　検討した正史は次の通り。

　　・r晴書経籍志」……　　r晴志」と略称。

　　・r旧唐書経籍志」…　　r旧唐」と略称。

　　・r新唐書芸文志」…　　r新唐」と略称。

　　・r宋史芸文志」　　　　r宋志」と略称。

　　・r通志」

　　・r直斎書録解題」…　　r直斎」と略称。

　　・r郡斎読書志」……　　r郡斎」と略称。

　　・r日本国見在書目」…　r日本」と略称。

〈5＞逸文所収資料

　　　主なものと略称は次の通り。

　　r尚書・正義」r経典釈文」

　　r史記・三家注」r後漢書・李賢注（注と略称）j　r続漢書志・劉昭注（注と略称）」

　　r三国志・斐松之注（注と略称）」’

　　r水経注」r元和郡県志」r太平簑宇記j　r通典」

　　r斉民要術」

　　r文選・李善注」r文選・六臣注」r世説新語・劉孝標注（注と略称）」

　　r事類賦・注」

　　r北堂書紗」r芸文類聚」r北堂書紗」r初学記j　r白孔六帖」r太平御覧」

　　同一書の同じ巻に複数収録されている場合は、（　）で件数を記した。

　　　また、異名もしくは同一書の誤りと思われるもの、著者名を記さないが明らかに

　　当該資料と思われるものは、＊印を記し、＊［盧山記］のごとく別記した。

〈6＞輯逸本

　　　主なものと略称は次の通り。

　　・「説郭」（元陶宗儀輯編）

　　・王謹r漢唐地理書紗」（中華書局、1961年）　　　…「現行本地理書紗」と略称。

　　・陳運溶r麓山精舎輯本」（中華書局版r漢唐地理書抄」に併録）…r麓山」と略称。

　　・王仁俊r藍函山房輯侠書補編」（上海古籍出版社、1989年）…r補K函」と略称。
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・朱祖延r北魏侠書考」（中州古籍出版社、1985年）

・劉緯毅r漢唐方志輯逸、（北京図書館出版社、1997） r劉緯毅」と略称。

く7＞言及論文など

　　　・章宗源r晴書経籍志考証」（r二十五史補篇」第四冊所収）　…r章」と略称。

　　　・挑振宗r晴書経籍志考証」（r二十五史補篇」第四冊所収）　…r銚」と略称。

　　　・J’國鈎r補晋書芸文志」（「、．二十五史補篇」第三冊所収）　　…rT」と略称。

　　　・文廷式r補晋書芸文志」（r二十五史補篇」第三冊所収）　　…r文」と略称。

　　　・秦栄光r補晋書芸文志」（r二十五史補篇」第三冊所収）　　…r秦」と略称。

　　　・呉士鑑「補晋書経籍志」（r二十五史補篇」第＝三冊所収）　　…r呉」と略称。

　　　・黄逢元r補晋書芸文志」（r二十五史補篇」第三冊所収）　　…r黄」と略称。

　　　・青山定雄r支那の山川志～宋代以前～」（r龍谷学報」第332号、1942）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r青山」と略称。

　　　・攣調甫r斉民要術引用書目考証」r斉民要術考証』（文史哲出版社、1994）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r攣調甫」と略称。

〈8＞備考
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漢唐地理書目（稿）その2

　～起漢至唐五嶽四漬及諸名山川書記 は扁～

［0500］五岳諸名山

050001
〈1＞五岳眞形圖

〈2＞不詳

〈3＞不詳

く4＞日本：五嶽圖一（巻）

＜5＞＜太平御覧＞巻44、巻675（3）

＊［五岳眞形圖縄］

　　〈太平御覧〉巻678
＊［五岳眞圓］

　　く太平御覧〉巻676
＊［五岳圖序］

　　く太平御覧＞巻47

＊［五岳圖］

　　く初学記＞巻5

　　〈太平御覧＞巻663
＊［五岳山名圖］

　　く太平御覧＞巻674

〈6＞なし

〈7〉なし

〈8＞r漢武内伝」に、魯女生がr五岳真形（図）」を授けられた話がある（r後漢書」巻82

　下方術伝下華佗伝劉昭注引、同　封君達伝劉昭注引）。

　　またr道蔵」巻六所収r洞玄露寳五嶽占本真形圖」（伝東方朔撰）があるが、その内

　容は、上記輯逸資料とはかなりの出入がある。

050002
〈1＞名山略記

〈2〉不詳
〈3＞六朝期（青山）

〈4＞なし

〈5〉〈芸文類聚＞巻7

　　〈初学記＞巻8
　　〈白孔六帖〉巻5（2）

　　＜太平御覧＞巻41、巻47、巻59、巻716、巻989

　　〈太平簑宇記＞巻97

　　く文選・李善注＞巻11
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＊［名山記］

　　＜太平御覧＞巻663（2）、巻667、巻674（2）、巻762、巻909、巻957、巻991、

　　　　　　巻996
　　く太平簑宇記＞巻29、巻96、巻141

く6〉なし

〈7＞章、秦、青山

〈8＞章並びに秦は、r太平簑宇記によれば作者はr股武」である」とするも、r太平簑

　宇記」には当該の記述はない。

050003
く1＞仙人採芝圖

〈2＞なし

〈3＞なし

く4＞なし

く5＞〈太平御覧〉巻986

〈6〉なし

く7＞なし

〈8〉

050004
＜1＞謝霰運遊名山志

〈2＞謝霞運〔385～433〕

　　：陳郡陽夏（河南省）の人。字は宣明。官は永嘉太守等を歴任し、臨川内史の時に反

　逆罪に問われ、やがて刑死した。山川詩人として有名で、仏教にも深かった。

　　謝蜜運の著述については下記参照。

　　　　顧紹柏校注r謝霊運集校注』（中州古籍出版社、1987）

　　　　森野繁夫訳注『謝康楽詩集（上・ド）』白帝社、1994）

　　：宋書巻67謝躾運伝、南史巻19謝氏列伝

〈3＞劉宋

く4＞晴志：遊名山志・巻　謝蜜運撰

　　日本：遊名山志一巻

　　通志：遊名山記一 ・巻

く5＞

＊r序」

　　〈初学記＞巻5
　　〈芸文類聚＞巻7

＊本文

　　く初学記〉巻5
　　く芸文類聚〉巻8

　　〈太平御覧＞巻942
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　　く文選・李善注＞巻22（4）、巻25（2）、巻30

＊［謝蜜運名山志］

　　〈芸文類聚＞巻8

　　〈太平實宇記＞巻99

＊［謝蜜運記］

　　〈太平簑宇記＞巻99

＊［遊名山志］

　　く北堂書紗＞巻147

　　〈太平御覧＞巻52、巻959、960、巻975、巻989（2）、巻990、巻992、巻993、

　　　　　　巻994、巻1000
　　〈斉民要術〉巻10

＊［遊名山記］

　　〈太平御覧＞巻928、巻992（2）

＊［遊名山者］

　　く太平簑宇記＞巻99

＊［名山志］

　　〈太平御覧＞巻957

　　〈太平簑宇記＞巻86、巻96、、巻99

＊［名山記］

　　〈太平簑宇記＞巻99

＜6＞全宋文（12条）

　　顧紹柏校注r謝霊運集校注』（中州古籍出版社、1987）

〈7〉章、青山、攣調甫

〈8＞

050005
〈1＞山居圖

〈2＞謝盤運→050004参照
〈3＞劉宋

〈4＞晴志：居名山志一巻　謝蜜運撰

　　通志：居名山志一巻　謝蜜運撰

〈5＞〈文選・李善注＞巻26

＊［謝康楽山居記］

　　〈水経注＞巻40に書名のみ引用

〈6＞なし

＜7〉なし

〈8＞謝寮運にはr山居賦並序」があり、宋書本伝に全文を収録する。

050006
〈1〉王嘉名山記

一12一



＜2＞王三嘉

　：晋書巻95藝術傳本伝

〈3＞西晋（青山）

〈4＞直斎1名山記一巻　　r拾遺記十巻』の第十巻（巻十一’小説家類）

＜5＞

く6＞存

　：r増訂　漢魏叢書』所収のr王嘉拾遺記卜巻」の第レ巻がこのr名山記」にあたる。

く7＞青山

＜8＞直斎巻十一小説家類にはrr拾遺記十巻』督朧西モ嘉子年撰蒲』綺麗序録」を受け

　てrr名山記一巻』亦構王ヂ年即前之第十巻〔按此句原本誤脱今擦文獣通孜増入〕大

　抵皆誰誕嘉符秦時人見督書藝術傳」とある。

　　輯逸篇では省略した。

050007
〈1＞永初山川占今記二十巻

〈2〉劉澄之〔生卒年不詳〕

　　：劉宋の一族。武帝の族弟である劉遵考の子。宋書巻51宗室伝管浦侯遵考伝にr遵

　考、高祖族弟也。…子澄之、順帝昇明末貴達」とあり、同巻10順帝本紀にr昇明元

　年（477）八月、以標騎長史劉澄之爲南豫州刺史」とある。

　　：晴志・史・地理：司州山川古今記　三巻　劉澄之撰

〈3＞劉宋

〈4＞晴志：永初山川古今記　二卜巻　齊都官尚書劉澄之撰

　　新唐：劉澄之永初山川古今記二十巻

　　通志：永初山川古今記　二十巻　齊都官尚書劉澄之撰

＜5＞

　＊［劉澄山川記］

　　　〈太平簑宇記＞巻57

　＊［劉澄之永初山川記］

　　　〈太平簑宇記＞巻5

　＊［宋永初古今山川記］

　　　〈太平簑宇記＞巻56、巻103、巻106、巻109（2）

　＊［宋永初山川記コ

　　　〈太平簑宇記〉巻13、巻32、巻46、巻56、巻131、巻132（2）、補巻114（2）

　＊［山川記コ

　　　〈太平簑宇記＞巻91、巻93

〈6〉r漢唐地理書　』

＜7＞章、挑、青山

〈8＞〈初学記＞く太平御覧〉などに［劉澄之揚州記コ［劉澄之豫州記］〔劉澄之荊州記］［劉

　澄之江州記コ［劉澄之鄙陽記］［劉澄之交州記］［劉澄之広州記］［劉澄之梁州記］が引

　かれている。これらは［永初山川古今記］の 一部分ではないか（銚）。
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050008
く1＞元結五嶽諸山記一巻

く2〉元結〔開元11（723）～大暦7（772）〕

　　字次山、魯県（河南省）の人。天宝12（753）の進f：。時に安録山の乱にあたり、

　監察御史として活躍。著作郎、道州刺史などをつとめた。韓愈の古文復興運動の先駆

　　としても知られる。

　　　r元次山集」十二巻（四部叢刊所収）がある。

　　：新唐書巻143本伝

〈3＞唐

〈4＞新唐：元結諸山記一巻

　　直斎：五嶽諸山記一巻　無名氏多鄙誕不経

〈5＞なし

＜6＞なし

〈7＞青山

〈8＞
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［0501］河北山西

050101
〈1＞　恒lLl言己

〈2＞不詳

〈3＞不詳

〈4＞なし

〈5＞なし

〈6＞なし

〈7＞なし

〈8＞太平御覧巻39に［曇天王按山記］がある。このr山記」、あるいはr恒山記」のr恒」

　が脱落したものか？

　＊［曇天王按山記］

　　　＜太平御覧＞巻39（2）

050102
く1＞恒山圖経（常山圖経）

＜2＞不詳

く3＞不詳

〈4＞なし

く5＞

　＊［常山圖纒］

　　　〈太平御覧＞巻39

〈6＞なし

〈7＞なし

〈8＞劉緯毅はr常山」を郡名と見なし、［○○圖経］の類と見る。しかし［衡山圖経］

　の例もあるので、ここではr常山」を山名と見ておく。

050103
〈1〉羊頭山記

〈2＞不詳

〈3〉晋（文）、唐？　（青山）

く4〉なし

〈5＞〈太平御覧＞巻176（3）巻189（6）、巻870

く6＞なし

〈7〉文、青山

〈8〉

050104
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〈1＞邪子働龍山記

〈2＞邪子働〔伝不詳〕

〈3〉南北朝（青山）

〈4＞なし

〈5＞〈北堂書抄〉巻158

〈6＞なし

〈7＞青山

く8＞

　：参考：

　＜史記・正義＞巻43趙世家に［邪子腐趙記］（1条）が引かれる。

　〈太平簑宇記＞巻66に［邪子働記］（1条）があるが、同じ巻内に［邪子働三郡記］

　　（3条）があるので、おそらくそちらか？

　　晴志：北齊特進邪子才集　三十一巻

　　　　　→北齊書巻36本伝、北史巻43邪轡伝附伝

050105
く1〉王屋山記一巻

＜2〉李蹄一一〔伝不詳〕

〈3＞唐乾符3年（876）

〈4＞直斎：王屋山記一巻　唐乾符三年道士李蹄一撰

　　宋志：李居一王屋山記一巻

〈5〉なし

く6＞なし

＜7〉青山

〈8＞

050106
＜1＞三瞥山険記

〈2＞不詳

〈3＞南北朝（青山）、北斉以前（劉緯毅）

く4〉なし

＜5＞〈太平御覧〉巻969果部。

〈6＞劉緯毅（1）

〈7＞青山

＜8＞あるいはr三督記」と同じか？→（三督記）

　　：参考：

＊［三否記］

　　王遵業撰〔生卒年不詳〕

　　：太原晋陽（山西省）の人。官は黄門郎に至る。三替記十巻を著す。

　　：魏書巻38王慧龍伝附本伝、北史巻351E慧龍伝附本伝
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く太平裏宇記＞巻46所収

050107
く1＞神壌記

〈2＞黄閲〔伝不詳〕

＜3＞晴（青山）

く4＞晴志：神壌記　一巻　記榮陽山水　黄閲撰

　　通志：神壌壊記　一巻　黄閲撰　記榮陽山水

＜5＞なし

く6〉なし

〈7＞挑、青山

＜8＞〈太平御覧＞地部等にr黄閲武陵記」が引かれ、又r王紹之神境記」が引かれる。
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［0502］山東

050201
く1〉泰山記（太山記）

く2＞不詳

く3＞不詳

く4＞なし

く5〉〈芸文類聚〉巻88（2）

　　　〈初学記〉巻5、巻28

　　　〈白孔六帖＞巻5

　　　〈太平御覧＞巻39、巻956、巻986

　　　〈史記・正義＞巻43、巻69

　　　〈太平簑宇記〉巻13、巻23

　＊［太山郡記］

　　　＜史記・正義＞巻40

〈6〉なし

〈7＞章、青山

〈8＞次のr封禅儀記」を併せ見られたい。

050202
く1＞馬第伯封禅儀記

く2＞馬第伯〔生卒年不詳〕：伝不詳

〈3〉後漢：建武32（56）に挙行されたr封禅」の記録

〈4＞なし

く5＞略→〈6＞薄井を参照のこと

く6＞全後漢文（53）

　　薄井俊二r封禅儀記訳注稿」（森田明編r中国水利史研究会創立30周年記念論文集

　　　中国水利史の研究』、1995〉

〈7＞＜6＞薄井

＜8＞輯逸篇では省略した。

050203
〈1＞劉替卸山記（劉替鯛山記）

〈2＞劉曹（初学記作r劉會」）

＜3＞梁以前（青山）

〈4＞なし

〈5＞く芸文類聚＞巻88

　　　く太平御覧〉巻42、巻956

　　　〈史記・正義＞巻2夏本紀（禺貢）

　　　〈水纏注＞巻24
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　＊r劉會卸山記」

　　く初学記＞巻28

〈6＞なし

〈7＞章、青山

＜8＞
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［0503］？可南

050301
＜1＞盧元明嵩高山記（盧元明嵩山記、嵩高山記、嵩山記、嵩高記）

く2＞盧元明〔生卒年不詳〕

　　：萢陽琢（河北省）の人。字は幼章。北魏の中書侍郎、東魏の散騎常侍等を歴任

　した。

　：晴志・集・別集：後魏太常卿盧元明集十七巻

　：魏書巻47、北史巻30

＜3＞北魏：天平年間（534～537）の事跡有り

〈4＞なし

＜5＞〈北堂書　＞巻90、巻142

　　〈芸文類聚＞巻9、巻62、巻88

　　〈太平御覧＞巻15、巻39、巻361、巻532、巻757、巻931、巻953、巻960、

　　　　　　　巻967、巻968，巻969、巻981、巻986、巻989、巻900

　　く水輕注＞巻40（2）

　　〈太平簑宇記＞巻7

　　く斉民要術＞巻4・自注

　　く文選・李善注＞巻19

＊［嵩山記］

　　〈北堂書　＞巻12、巻137

　　〈初学記＞巻5（4）、巻7、巻28

　　く太平御覧＞巻69地部。巻189居慮部。

　　〈元和郡縣圖志＞巻5

　　＜太平寮宇記＞巻4、巻5（4）

　　〈斉民要術＞巻10

＊［嵩高記］

　　〈北堂書紗〉巻16

　　〈路史＞巻9

〈6＞r北魏イ失書考」（20条）

〈7〉章、青山、攣調甫

〈8＞

050302
＜1＞盧鴻嵩山記一一巻

〈2＞盧鴻〔生卒年不詳〕

　　：字顯（浩）然。先は萢陽の人で、のちに洛陽に移る。嵩山に隠棲していたが、開元

　初（713）に召されるも応ぜず。5年（717）に詔があり、東都に至ったが朝せず、帰

　山を許された。r旧唐書』はr盧鴻一」とする。

　：旧唐書巻192隠逸伝本伝、新唐書巻196隠逸伝

〈3〉唐玄宗開元時（青山）
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〈4＞新唐：盧嶋　嵩山記 ‘巻

　　宋志：盧鴻嵩嶽記一巻

〈5＞なし

く6＞なし

＜7＞青山

〈8＞

天寳人

050303
〈1＞中岳穎川志五巻

く2＞奨深〔生卒年不詳〕

　　字文深、河東猜氏（山西省）の人。縣伯中大夫、開府儀同三司に任じた。

　　北周の建徳5（572）に退隠した。

　　階志・経・礼　：喪服疑問　一巻　奨氏撰

　　　　　・経・論語：五経大義十巻後周縣伯中大夫奨文深撰

　　　　　・経・論語：質疑五巻簗文深撰

　　周書巻45儒林伝本伝、北史巻82儒林伝本伝

＜3＞北周

〈4＞旧唐志：中岳頴川志五巻　奨文深撰

　　新唐志・奨i文深　中岳頴州志五巻

〈5〉なし

〈6＞なし

〈7＞青山

〈8＞
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［0504］両江

050401
〈1＞虎丘山記

〈2＞王王旬〔350～401〕

　：字元琳、瑛邪臨折（山東省）の人。東晋の文学者で王導の孫に当たる。

　：晴志・集・別集1曹司徒王殉集十一巻並目録梁十巻録一巻亡
　：晋書巻65王導伝附本伝

〈3〉なし

〈4＞なし

〈5＞

＊［王殉虎丘記コ

　　〈芸文類聚＞巻8

＊［虎丘山疏］

　　く太平御覧＞巻970、巻973

　　＜事類賦・注＞巻26

＊［虎丘山銘］

　　＜芸文類聚＞巻8

〈6〉なし

〈7＞文、秦

く8＞

050402
＜1＞顧榿之虎丘山序

〈2＞顧榿之〔344？～405？〕

　：字長康。晋陵無錫（江蘇省）の人。東晋の散騎常侍に至った。画家として名高い。

　：晴志・経・小学：啓蒙記三巻　督散騎常侍顧憧之撰

　　　・集・別集：晋通直常侍顧榿之集七巻梁二十巻

　：晋書巻92文苑伝本伝

〈3＞東晋

＜4〉なし

〈5＞〈芸文類聚〉巻8山部下・虎丘山・序

　　く太平御覧＞巻46

〈6＞なし

＜7＞文

＜8＞＜太平簑宇記＞巻91に書名のみの引用有り。
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［0505］漸閲

050501
〈1＞徐霰符天台山記

〈2＞徐蜜符：唐元和中人（直斎）

〈3＞唐元和（806～820）ころ

〈4＞直斎：唐道士徐蜜符撰元和中人也余假守臨海就使本道嘉煕丙申十月解郡符趨會稽治

　　　　所道過之鋭欲往遊會大雪不果改韓由騨道至今以爲恨偶見此記録之以寄臥遊之

　　　　意
　　澄伝教大師将来台州録：南岳並天台山記一巻

〈5＞

＊［天台記］

　　く太平御覧＞巻867

　　く事類賦・注＞巻17

〈6＞存

　　：古逸叢書第2冊所収

〈7＞青山

〈8＞輯逸篇には未収録

050502
＜1＞顧渚山記

〈2〉陸羽：〔？～804？〕

　：唐代の隠士で茶道の開祖。復州寛陵（湖北省）の人であるが、水浜の棄子であった

　という。上元元年（760）に隠棲し貞元末に没したという。r茶経三巻」がある。

　：新唐書巻121隠逸伝本伝
＜3＞唐

〈4＞直斎：唐陸羽鴻漸撰郷邦不貢茶久臭遺遊未必存也

　　宋志：陸鴻漸顧渚山記一巻

〈5＞なし

〈6＞なし

く7〉青山

く8＞

050503
〈1＞武夷諸山記

〈2＞杜光廷〔唐大中4（850）？～長興4（933）、83才？〕

　：字賓聖他。京兆杜陵（陳西省）の人？。道士。r道徳真経広聖義」（道蔵所収）等

　の著作があるほか、道教儀礼の整備にも力を注いだ。

　　今枝二郎r杜光庭小考」r道教研究論集』国書刊行会今枝次郎

＜3＞唐末～五代（蜀）
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〈4＞直斎：武夷山記一巻

く5＞なし

〈6＞なし

〈7＞青山

〈8＞

杜光庭撰

050504
く1＞泉山記

〈2＞不詳

〈3〉唐大歴年間（766～779）以後（青山）

〈4＞なし

〈5＞〈太平御覧＞巻47（2）

く6＞なし

〈7＞なし

〈8〉青山は、r泉山記は逸文に唐の大暦の年號が見えるからそれ以後のものと認めてよ

　　く…」というが、上記の太平御覧所引の二条にはr大歴」の語は見られない。

050505
〈1＞鳥嶺山記

〈2＞不詳

〈3＞唐？（青山）

＜4＞なし

〈5＞〈太平御覧＞巻47

〈6＞なし

＜7＞なし

〈8＞

050506
〈1＞呉興山壇名

〈2＞著者に異説あり

　　張玄之…A
　　　葉夢得r玉調雑書』：張玄之晋呉興太守嘗爲呉興山嘘名一巻

　　　　r晋書』巻79にr張玄之」がある。

　　　丁、劉

　　張元之

　　　　r輿地紀勝』巻4：呉興山嘘名　張元之作

　　　　r輿地紀勝』巻4：r張元之呉興山嘘名』の逸文を引く。

　　　　r太平簑宇記』巻94にr張元之山擁名』の逸文を引く。

　　　文H8
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張充之

　章宗源18
（注）以k三名は〔伝未詳〕

王紹之〔380～435〕呉興太守

　r輿地紀勝』巻4にr呉興山櫨名　又呉興太守王紹之撰」とある。

宋書巻60本伝、南史巻24本伝

階志・史・古史1暫紀　十巻　宋呉興太守王紹之撰

　　・集・別集：宋王紹之集　二十四巻　亡

　　・集・別集1王紹之集　十九巻　亡

　　・集・総集：晋宋雑詔　八巻　王紹之撰　亡

　　沈充〔？～324？〕

　　字士居。呉興武康（漸江省）の人。王敦に取り立てられ、反逆に加わり敗死した。

　　晴志・集・別集：梁有呉興太守沈充集三巻　亡

　　晋書巻98王敦伝附本伝

　　黄

＜3＞なし

〈4＞

く5＞〈太平簑宇記〉巻94（25）他

く6＞劉緯毅（46条）

　　r萢白肪所刊書』清萢錯輯　道光中鳥程萢氏刊本

　　r雲自在寵叢書』清謬釜孫輯　光緒中江陰膠氏刊本

　　　（清膠釜孫輯　光緒十七年中江陰膠氏刊）

　　r萢聲山雑著』清萢錯撰　民国二十年北平富晋書社　用原刻本景印

＜7＞青山

〈8〉
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［0506］湖北南

050601
〈1〉徐蜜期南嶽記（南岳記）

く2＞徐塞期

　：作者の徐蜜期について

　文廷式：通典一一百三稔東督徐蜜期問張愚依即此人

　　→r東晋徐塞期問張愚云、親喪未葬、出適女慮除否。答日…略。」

　　　　r通典』巻103・禮63・凶禮25［久喪不葬服議］

　黄逢元：宋陳田夫南嶽総勝集巻中衡嶽観條、有督太康八年呉人徐蜜期

　　　　　又、上清宮條云、呉人徐躾期眞人修行之所採訪洞巖谷作南嶽記叙其洞府蜜意

　青山定雄：西晋時代には呉の真人徐蜜期の南岳記……

　麓山輯本：南嶽記　宋　徐蜜期撰

〈3＞呉（青山）、東晋（文、黄）、宋（麓山輯本）

く4＞日本：南岳山記一巻

〈5＞＜北堂書紗＞巻133

　　〈芸文類聚＞巻64、巻70

　　〈初学記＞巻5（2）、巻8（2）

　　〈白孔六帖＞巻5

　　く太平御覧＞巻39（2）、巻185、巻703、巻710

　　く事類賦・注＞巻14

く6＞麓山、玉函

〈7＞章、文、黄、青山

〈8＞

050602
く1＞傅先生南岳記

く2＞傅先生：伝不詳

〈3＞不詳

〈4＞なし

〈5＞〈初学記＞巻25

＜6＞なし

く7＞なし

〈8＞＜5＞のr初学記」所収の逸文は、050601に収録したr徐蜜期南岳記」の一

　文と類似している。r傅先生」は、あるいはr徐先生」の誤りか。

050603
〈1＞衡山記

＜2＞宗居士〔？～480〕

　　：宗側、南陽（河南省）の人。字は敬微。官途にっかず生涯隠遁生活を送った。
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　　南齊書本伝にr著衡山盧山記」とある。

　　南齊書巻54高逸伝本伝、南史巻75隠逸伝本伝

＜3＞蒲斉

〈4〉階志1衡山記一巻　宗居士撰

　　　（注）もと著者名r宋居士」に作る。r詳孜」により改める。

　　宋志：衡山記一巻

〈5＞＜北堂書紗＞巻157

　　　＜芸文類聚＞巻6

　　　〈初学記＞巻24

　　　く太平御覧＞巻53、巻757、巻762、巻763、巻988

　　　　　　　　巻706（注）これは、上記r徐璽期南岳記」かもしれない。

　　　〈文選・李善注＞巻31

＜6＞麓山

〈7＞章、青山

〈8＞

050604
〈1＞衡山圖経

く2＞不詳

く3＞不詳

＜4＞なし

〈5＞〈太平御覧＞巻49

〈6＞なし

〈7＞なし

く8＞

050605
〈1＞南嶽小録

〈2＞李神昭

〈3＞唐天復（901～904）頃（青山）

〈4＞なし

〈5＞なし

く6＞存

　　r山川風情叢書」上海古籍出版社

〈7＞青山

〈8〉輯逸篇は省略した

050606
〈1＞武當山記
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〈2〉股斌〔伝不詳〕

〈3＞唐？（青山）

〈4＞なし

く5＞

＊［股斌當山記］

　　〈太平御覧＞巻757
＊［武當山記］

　　〈北堂書紗＞巻133

　　〈太平御覧＞巻192、巻710、巻813

　　く太平簑宇記＞巻143

＊［山記］

　　＜太平御覧＞巻43

〈6＞なし

〈7〉青山

く8＞

　：参考」

　　〈太平御覧＞に［段斌石室記］あり

050607
〈1〉九疑山記

〈2＞元結→050008
＜3〉唐永泰二年（766）

〈4＞なし

〈5＞なし

〈6＞存

　　，r元次山集』巻九所収

〈7＞なし

〈8＞輯逸篇では省略した。

050608
く1＞句将山記

く2＞衰山松〔？～晋隆安4（401）〕

　　陳郡陽夏（河南省）の人。呉郡太守に任じたが、孫恩の乱に遭遇し殺された。

　　：晴志・史・正史1後漢書　九十五巻　本一百巻　督秘書監衰山松撰

　　　　　・集・別集：衰山松集　十巻（亡）

　　晋書巻83本伝

〈3＞東晋

く4〉r現行本漢唐地理書紗」

〈5〉＜初学記〉巻8

　　　〈太平御覧＞巻49（2）
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　　〈太平簑宇記＞巻147（2）

〈6＞なし

〈7＞章、丁、呉、青山

〈8＞

050609
〈1＞荊山記

＜2＞不詳
＜3〉南北朝（青山）

＜4〉なし

〈5〉〈芸文類聚〉巻9・水部下・湖

　　（注）〈太平御覧＞には同じ文がr荊州記」として引かれている（中津濱）

　＊［荊山圖］

　　　〈太平御覧＞巻9

〈6＞なし

＜7〉青山

＜8＞

050610
＜1＞宗淵麓山記

〈2＞宗淵〔伝不詳〕

〈3＞不詳

く4〉なし

＜5＞〈太平御覧＞巻49

＜6＞玉続（1）

＜7＞青山

＜8＞

050611
＜1＞衰山松宜都山川記

〈2〉衰山松→050608
＜3〉東晋

＜4＞なし

〈5〉〈太平御覧＞他

〈6＞r漢魏遺書　」、劉緯毅

＜7〉章、丁、文、呉、黄、青山

＜8＞輯逸篇は一部に限った
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050612
く1＞李氏宜都山川記一巻

〈2＞李氏〔伝不詳〕

〈3＞不詳
〈4〉新唐：李氏宜都山川記一・巻

〈5＞なし

〈6＞なし

＜7〉青山

〈8＞

050613
＜1＞湘中山水記三巻

〈2＞羅含〔301？～385？（77才）〕

　　，字君章。桂陽来陽（湖南省）の人。r所著文章行於世」。

　　晴志・集・別集：晋中散大夫羅含集　三巻

　　晋書巻92文苑伝本伝

く3＞東晋

〈4＞宋志：羅含湘中山水記三巻

　　　直斎：湘中山水記三巻　否来陽羅含君章撰萢陽盧捧注其書頗及晴唐以後事則亦後人

　　　　　附益也
く5＞〈太平御覧＞他

〈6〉麓山、劉緯毅

く7＞章、丁、呉、黄、青山

〈8〉輯逸篇は省略した
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［0507］陳西甘粛

050701
〈1＞華山記

〈2＞不詳

〈3＞不詳

〈4＞直斎：華山記一一巻　不知名氏

〈5＞〈芸文類聚＞巻7、巻63、巻82、巻87

　　　＜初学記＞巻5（5）、巻27、巻28

　　　〈白孔六帖＞巻5

　　　く太平御覧〉巻39（2）、巻179、巻861、巻964、巻971、巻999

　　　く史記・正義〉巻69

　　　＜太平簑宇記＞巻29（4）

く6＞なし

＜7＞青山

〈8＞

050702
く1＞華山精舎記

く2＞張光禄〔生卒年不詳〕：伝不詳

く3＞不詳

〈4〉晴志：華山精舎記一巻　張光禄撰

　　通志：華山精舎記一巻　張光禄撰（繹家類）

＜5＞〈太平御覧＞巻46

〈6＞なし

〈7＞章

く8＞

050703
く1＞西岳記

く2＞不詳
〈3＞南北朝？　（青山）

＜4＞なし

〈5＞〈北堂書　＞巻152

　　　〈初学記＞巻24

＜6＞なし

〈7＞青山

＜8＞
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050704
＜1〉傅玄華嶽銘序

＜2〉傅玄〔217～278〕

　　字休変。北地泥陽（陳西省）の人。官は司隷校尉に至る。

　　晴志・子・雑家：傅子　…百二卜巻　暦司隷校尉傅玄撰

　　　　　・集・別集：督司隷校尉傅玄集　十一五巻　梁五十巻　録…巻　亡

　　　　　・集・総集：相風賦　七巻　傅玄等撰

　　晋書巻47本伝

く3〉東晋

〈4＞なし

く5＞く芸文類聚＞巻8

〈6〉なし

〈7＞文

〈8〉

050705
く1〉九喫山記

〈2〉王方慶：〔？～唐長安2（702）〕

　　本名は緋。字の方慶で知られる。著書二百余篇あるも、諸子が業を修めなかったの

　　で散逸した。

　　　旧唐書巻89本伝、新唐書巻116本伝

＜3＞唐

＜4＞新唐：王方慶九曝山記十巻

〈5＞なし

＜6＞なし

く7＞青山

〈8＞
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［0508］広東西

050801
〈1＞衷彦伯羅浮山記

〈2＞衰宏、字彦伯〔晋威和3（328）～晋太元元（376）、49才〕

　：陳郡扶楽（河南省）の人。東晋の東陽太守に至った。

　　晴書経籍志・経・孝経：集議孝脛　一巻　督東陽太守衰敬仲撰

　　　同　　　・史・古史1後漢紀　三｝一巻　衰彦伯撰

　　　同　　　・史・雑伝：正始名士傳　三巻　衰敬仲撰

　　　同　　　・集・別集：督東陽太守哀宏集　十五巻　梁二十巻　録一巻

　：晋書巻92文苑伝本伝

　　晋書巻95芸術伝単道開伝に記事あり

＜3＞東晋

＜4＞なし

く5〉

＊［衰彦伯羅浮山疏］

　　〈芸文類聚＞巻7

　　く白孔六帖＞巻5

＊［衰彦伯羅山疏］

　　〈太平御覧＞巻176、巻759

　　く元和郡縣圖志〉巻34

＊［羅浮山記コ

　　〈北堂書紗＞巻108

　　〈芸文類聚＞巻7、巻89

　　〈初学記〉巻28

　　く太平御覧〉巻m、巻41、巻66、巻71、巻472、巻582、巻685、巻757、

　　　　　　　巻811、巻957、巻960、巻961（2）、巻963、巻975、巻993、

　　　　　　　巻999
　　＜太平寮宇記＞巻160（2）

　　＜文選・李善注＞巻26

　　〈事類賦・注＞巻3、巻11

〈6＞なし

〈7＞章、丁、文、秦、呉、黄、青山

＜8＞

　：参考1
　　〈水経注＞巻29に、書名としてr羅浮山記」あり。

050802
〈1＞竺法眞登羅山疏

く2〉竺法眞〔伝不詳〕

〈3＞不詳
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く4＞なし

〈5＞〈太平御覧＞巻71、巻900、巻919、巻928（2）、巻949、巻963、巻971、巻981、

　　　　　　　　巻982（2）

　　　〈斉民要術＞巻10

　＊［竺法眞登羅浮山記］

　　　〈太平御覧＞巻924

　＊［竺法眞登羅浮山疏］

　　　〈太平御覧＞巻972

　＊［羅浮山疏］

　　　〈太平御覧＞巻971

〈6＞なし

〈7＞章、丁、文、青山、攣調甫

〈8＞

050803
〈1＞徐道覆羅浮山記

〈2＞徐道覆〔伝不詳〕

く3＞唐？（青山）

〈4〉なし

＜5＞＜太平簑宇記＞巻160

〈6＞なし

〈7〉青山

〈8＞

050804
く1＞廣州山川記

＜2〉不詳

〈3＞不詳

く4＞なし

〈5＞〈太平簑宇記＞巻157

〈6＞なし

〈7＞青山

〈8＞
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［0509］四川雲南

050901
〈1＞青城山記一巻

＜2＞杜光庭→050503
〈3＞五代

＜4＞直斎：青城山記一巻　蜀道士杜光庭撰

　　郡斎：青城山記一巻　右偽蜀杜光庭賓聖撰。集蜀山若水在青城山者、悉本道家方士

　　　　　之言。

　　宋志1青城山記一巻

〈5＞なし

＜6＞r説郭』巻4（4）

〈7＞なし

＜8＞輯逸篇では省略した。

050902
〈1＞巴南山川記

＜2＞不詳

〈3＞不詳

〈4＞なし

〈5〉く太平御覧＞巻977

〈6＞劉緯毅（1）

＜7＞青山

〈8＞
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［0510］江西

051001
〈1＞盧山略記（繹慧遠盧山記、遠法師盧山記）

〈2＞繹恵遠〔威和9（334）～義煕12（416）、83才〕

　：俗姓賞、雁門楼煩（山西省）の人。東晋の高僧で、道安に仕え、のち盧山で東林寺

　を経営した。念仏結社r百蓮社」を結成、中国浄土教の源流の一っをなした。

　　木村英一編r慧遠研究～遺文篇』（創文社、1960）

　：高僧伝巻6、東林十八高賢伝

＜3＞東晋

〈4＞なし

〈5＞〈北堂書　＞巻151

　　〈芸文類聚＞巻7

　　〈白孔六帖＞巻5（2）

　　〈太平御覧＞巻41

　　〈水経注＞巻39

　　〈世説新語・注＞規箴第10。

　　〈文選・李善注＞巻12、

　　〈文選・六臣注＞巻22、巻26

く6＞存

　　：趙宋陳舜愈r盧山記」（四庫全書本）に収録

　　全晋文
　　木村前掲書（遺文篇）

〈7＞章、丁、文、秦、呉、黄、青山

　　木村英一編r慧遠研究～研究篇』他

〈8＞

　：参考：r遊盧山詩（盧山東林雑詩）」

051002
＜1＞遠法師遊山記

〈2〉慧遠→051001
く3＞東晋

〈4〉なし

〈5＞＜太平御覧＞巻41

＊［法師遊山記］

　　〈世説新語・注＞規箴第10。

＜6＞全瞥詩

　　木村前掲書（遺文篇）

＜7〉木村前掲書（研究篇）他

〈8＞
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051003
く1＞周景式盧山記

く2〉周景式：伝不詳：r宋斉の間の人」

　　：太平御覧巻910にr周景式孝子傳』を引き、r嘗至綬安縣途逢徒逐猴」とある。r繧

　　安縣」は南北朝期には三ヶ所あり、その設置がr晋の安帝」r宋の武帝」r瀟斉」

　　の各時期であることから、攣調甫は、r宋斉の間の人」と判断している。

〈3＞東晋～劉宋（青山）

　　宋斉の間（攣調甫）

＜4〉なし

〈5＞く北堂書　＞巻151、巻158

　　＜芸文類聚＞巻7、巻8、巻9、巻87、巻88、巻96

　　〈初学記〉巻7（2）、巻8、巻28（2）

　　〈白孔六帖〉巻5（2）

　　〈太平御覧＞巻41、巻70、巻170、巻892、巻934、巻963、巻972、巻994

　　〈水経注＞巻39（2）

　　〈太平簑宇記＞巻111

　　＜斉民要術＞巻4

〈6＞なし

〈7〉章、青山、攣調甫

〈8＞

051004
〈1＞張野盧山記

く2〉張野〔永和6（350）～義煕14（418）、69才〕

　　：晋書隠逸伝陶潜伝にr其郷友張野」とある。

　　：r永楽大典」6339引r江州記」に、r張野、字莱民、詮族也。徒家柴桑與陶潜通

　　姻。學兼華竺、州畢秀才。南中郎府功曹州治中。後徴散騎常侍、卒不就、躬耕樂道、

　　號東皐春農入恵遠蓮社。遠之葬、謝蜜運作銘、野序焉。年六十九卒。有盧山記、行

　　於世」とある。

　　l　r世説新語・注」文学第四・61に［張野遠法師銘］あり。

　　：東林蓮社十八高賢傳

＜3＞東晋

く4〉なし

＜5＞〈芸文類聚＞巻7

　　〈白孔六帖＞巻5

　　〈太平御覧＞巻8

〈6＞なし

〈7＞章、文、秦、青山

く8＞
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051005
く1＞劉遺民盧山記

く2〉劉程之、号遺民〔永和8（352）～義煕6（410）、59才〕

　　　：全晋文にr程之、字仲思。彰城人。漢楚元王之後。初爲府参軍、歴宜昌柴桑令、

　　去職。與周績之陶潜不慮徴命、號尋陽三隠。劉裕以其不屈、施其號日遺民。有玄譜

　　一巻、集五巻。」とある。

　　　　r大蔵経・賛」9に劉遺民のr盧山精舎誓文」がある。

　　　：東林蓮社十八賢傳

＜3＞東晋から劉宋

〈4＞なし

く5＞〈北堂書妙〉巻15玉

く6〉なし

〈7＞文、青山

〈8＞

051006
く1＞王彪之盧山記

〈2＞王彪之

　　　晋永和中に、廷尉として揚州刺史股浩に書簡を出す。

　　　　（三国志巻21魏書劉勘傳・斐注）

〈3〉晋？

く4〉なし

〈5＞〈北堂書　＞巻158

　＊［王彪之・盧山賦序］

　　　〈水経注＞巻39

＜6〉なし
〈7＞文

く8〉

　　：参考：

　＊［王彪之・賦］

　　　く文選・李善注＞巻46

　＊［王彪之・遊仙詩］

　　　く文選・李善注＞巻22

051007
＜1〉魔山記

〈2＞無記名

〈3＞不詳
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〈4＞なし

〈5＞〈北堂書妙＞巻B8、巻150、巻157

　　〈芸文類聚＞巻89

　　　＜太平御覧＞巻41、巻991、巻992

〈6〉なし

〈7〉なし

〈8＞

　：参考：

　　　く北堂書　＞巻158に［盧山南嶺精舎記］がある。

051008
く1＞伏酒遊鷹山序

＜2＞伏酒〔317？～396？〕

　　。字玄度。平昌安丘（山東省）の人。桓温に親任され、のちに著作郎となる。

　　晴志・集・別集：暦伏活集　十一巻　並目録　梁五巻　録一巻

　　晋書巻92文苑伝本伝

〈3〉東晋

く4＞なし

〈5〉〈芸文類聚＞巻7

〈6＞なし

＜7＞文

〈8＞

051009
く1＞張密盧山雑記一一巻

〈2＞張密〔伝不詳〕

〈3＞不詳

く4＞新唐：張密盧山雑記一巻

く5＞なし

く6〉なし

〈7＞青山

＜8＞

051010
く1＞宗敬微盧山記

〈2＞宗敬微→050603
〈3＞斉？

〈4＞なし

〈5＞なし
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南斉書巻54高逸伝本伝並びに南史巻75隠逸L本伝にr著衡山盧山記」 とある。

〈6＞なし

〈7＞青山

〈8＞

051011
く1＞幕阜山記

〈2〉葛洪〔283？～343？〕

　　字稚川、丹陽句陽（江蘇省）の人。推挙されたが就かず、抱朴子と号して羅浮山に

　籠もって錬丹につとめた。

　　晴志・経・礼　：喪服変除　一巻　否散騎常侍葛洪撰

　　　　　・史・雑史：漢書　　三十巻　晋散騎常侍葛洪撰

　　　　　・子・道家：抱朴子内篇　二十一巻　音一巻　葛洪撰

　　　　　・子・雑家：抱朴子外篇　三十巻　葛洪撰　梁有五十一巻

　　瞥書72本伝
〈3〉晋

〈4＞直斎1模阜山記巻一　葛洪撰其山在豫章

＜5＞＜太平簑宇記＞巻ll3

く6＞なし

〈7＞文、秦、呉、黄、青山

＜8＞

051012
〈1＞玉笥山記

〈2＞令狐見尭〔伝不詳〕

〈3＞唐

く4＞直斎：唐道士令狐見尭撰山在新塗別本又在南唐及本朝事後人所益也

く5＞く太平御覧＞巻41地部。

く6＞なし

〈7＞青山

〈8＞
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［0550］四漬海湖

055001
〈1〉四海圖

〈2〉不詳

〈3〉不詳

〈4＞なし

く5＞く文選・李注・衡日＞巻15

〈6〉なし

く7＞章

〈8＞

055002
〈1＞海賦圖

〈2＞陸綴〔生卒年不詳〕

　：劉宋の人。探微の子。よく仏像人物を描き、時に画聖と称せらる。

　：古画品録

〈3＞劉宋

＜4＞なし

〈5〉く文選・李善注〉巻12

〈6＞なし

く7＞なし

〈8＞

055003
＜1＞海潮賦圖

〈2＞盧肇〔生卒年不詳〕

　：字は子発。宜春の人。会昌中（841～846）の進士。官は激宣言池吉四州刺史に至

　る。

　：著にr文標集』がある。

　　r衰州二唐人集　清胡思敬輯：文標集三巻補遺一巻附校勘記一巻　唐盧肇撰」

　　　（r豫章叢書」所収）

＜3＞唐

〈4〉宋志：盧肇海潮賦　一巻

〈5＞なし

〈6＞なし

＜7＞なし

く8〉
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055004
〈1＞實叔蒙海濤志

〈2＞賓叔蒙〔伝不詳〕

　　實蒙であれば、r四庫提要』にr述書賦闇二巻　唐寳泉撰賓蒙注」とあり、r蒙字子

　全泉之兄官至試國子司業兼太原縣令」とある。

〈3＞唐？

〈4＞直斎：海濤志一巻　唐賓叔蒙撰

＜5＞なし

〈6＞なし

＜7＞なし

〈8＞

055005
＜1＞開河記

〈2＞不詳

〈3〉不詳

〈4＞宋志：蝪帝開河記一巻　不知作者

〈5＞なし

〈6＞なし

く7＞なし

〈8＞

055006
く1＞河洛記

〈2＞不詳

〈3＞不詳

＜4＞劉緯毅（2）

〈5＞く太平御覧＞巻936、巻959

〈6＞なし

＜7＞なし

〈8＞

055007
〈1〉九江圖

く2〉張須無（張須元）〔生卒年不詳〕

　　　南陽宛（河南省）の人。

　　　東晋の桓玄が建康を落ち延びる際（405）に、胡蕃の忠誠ぶりを「張須無」なる

　　人物に語った記事が「宋書巻50胡蕃伝」にある。

　　　また、梁の処士張孝秀〔瀟斉建言3（481）～普通3（522）、42才〕の曾祖父に
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　　r張須無」がおり、r別駕従事」であった（南史巻76隠逸伝下張光秀伝）。

　　1＜史記・正義＞には［張鎮九江圖］、〈史記・索隠＞には［張漬九江圖］とする。

〈3＞東晋～宋？

＜4＞晴志；江圖一巻　張氏撰

　新唐：江圖二巻
く5＞

＊［張須九江圖］：

　　＜通典＞州郡門・注

＊［張須元九江圖］：

　　〈資治通鑑・胡三省注＞劉宋泰始二．年条

＊［張須元縁江圖］：

　　＜経典釈文＞巻第3

　　〈尚書注疏〉巻第6
＊［九江圖輕］

　　〈太平御覧＞巻65

＊［九江記］

　　〈太平御覧＞巻48、巻66

＊［九江録］

　　〈太平御覧＞巻176
＊［江圖］：

　　〈文選・注〉巻

　　〈太平簑宇記＞嶺南西道＞

く6＞劉緯毅

〈7＞章、文、秦

055008
〈1＞庚仲雍江記

〈2〉庚仲雍〔伝不詳〕

　；晴志：湘州記　二巻　庚仲雍撰

〈3＞不詳

〈4＞晴志：江記五巻

　　旧唐：江記五巻　庚仲雍撰

　　新唐：庚仲雍江記五巻

　　通志：江記五巻　庚仲雍撰

＜5＞＜水経注＞巻35（2）

＊　口萸千中雍i江圖］

　　〈文選・李善注＞巻22、巻27

＊［庚仲雍江水記］

　　〈太平簑宇記＞巻113

〈6＞なし

〈7〉章、文
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〈8＞

　　参考：

＊［江記］

　　　〈初学記＞巻8

055009
〈1＞尋江源記

く2〉庚仲雍→055008
〈3＞不詳

＜4＞晴志1尋江源記一巻

　　旧唐：尋江源記五巻　庚仲雍撰

　　新唐：尋江源記五巻

く5〉く太平御覧＞巻167（2）

　　　く太平簑宇記＞巻149

　＊［尋江記］

　　　〈太平御覧＞巻171

　＊［江源記］

　　　＜太平御覧＞巻44、巻49、巻166

　　　〈太平簑宇記＞巻105（2）、巻148、巻149、補巻113

〈6＞玉函

〈7＞なし

＜8＞

055010
＜1＞庚仲雍漢水記

〈2＞庚仲雍→055008
〈3＞不詳

〈4＞晴志：漢水記五巻　庚仲雍撰

　　旧唐：漢水記五巻　庚仲雍撰

　　新唐：庚仲雍漢水記五巻

〈5＞〈初学記＞巻7

　　　〈史記・索隠＞巻2

　＊［漢水記］

　　　〈芸文類聚＞巻9

　　　〈初学記＞巻8（2）

　　　〈太平御覧＞巻70、巻762

　　　＜太平簑宇記＞巻133、巻141

　　（注）〈水経注＞巻28河水注に書名の記載有り

〈6＞なし
〈7＞文

一44一



〈8＞

055011
〈1＞潅地記

〈2＞不詳

〈3〉不詳

く4＞なし

〈5＞＜太平御覧〉巻882

く6〉なし

＜7＞なし

〈8〉

055012
＜1＞虞仲翔川漬記

＜2＞虞仲翔〔伝不詳〕

〈3＞不詳

〈4〉なし

く5〉く太平簑宇記〉巻94

〈6〉なし

く7〉章

〈8＞

055013
く1＞洞庭記

＜2＞不詳

〈3＞不詳

〈4＞なし

〈5＞〈太平簑宇記＞補巻ll3

　　　く岳陽風土記〉

＜6〉麓山（1）、玉函（1）

く7＞なし

く8＞

055014
く1＞張又新煎茶水記

〈2＞張又新〔伝不詳〕

〈3〉不詳

＜4＞〈太平賓宇記＞巻92

〈5＞なし
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〈6＞なし

く7〉なし

〈8＞

055015
〈1＞杜寳水飾圖

〈2＞杜寳

　　　r太平広記」巻226伎巧類二r水飾圖経」にr蝪帝別勅學上杜寳修水飾圖経十五巻

　　（出大業拾遺）」とあり、その経緯を説く。

　　晴志・子・小説：水飾一巻

＜3＞晴～唐？

〈4〉晴志：水飾圖　二十巻

　　通志1水飾圖　二十巻

〈5＞玉函は、r太平広記」の全文をr水飾　晴　杜寳撰』として収録。

く6〉く太平広記〉巻226

〈7＞章、挑

〈8〉

055016
＜1＞繹道安四海百川水源記一巻

＜2〉繹道安〔312～385〕

　　：俗姓衛氏。常山扶柳（河北省）の人。

　　高僧傳巻5
く3＞東晋

＜4＞晴志：四海百川水源記一巻　澤道安撰

　　旧唐：四海百川水記一巻　繹道安撰

　　新唐：僧道安四海百川水源記一巻

　　通志1四海百川水源記一巻　晋僧道安撰

＜5＞なし

〈6＞なし

〈7＞章、丁、呉、黄、青山

〈8＞

055017
〈1＞質耽吐蕃黄河録四巻

〈2＞質耽〔730～805〕

　　字は敦詩。南皮の人。天宝中（742～755）に明経に推挙され、貞元中（785～804）

　　に同中書門下平章事を任ぜられる。順宗の時（（805）に左僕射となる。

　　新唐・史・地理：貿耽地圖一巻、又皇華四達記1・巻、古今郡國縣道四夷述四卜巻、
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　　　　　　　　　　關中朧右山南九州別録六巻、貞元十道録四巻

　　旧唐書巻138本伝、新唐書巻166本伝

　　内藤湖南r質魏公年譜」r小川博士還暦記念史学地理学論叢』

〈3＞唐

＜4＞新唐：吐蕃黄河録四巻

く5＞なし

＜6＞なし

〈7＞青山

く8＞

055018
〈1＞李吉甫刷水経十巻

〈2＞李吉甫〔758～814〕

　　字は弘憲。趙郡（河北省）の人。

　　　中国現存最古の総誌であるr元和郡縣圖志』40巻がある。

　　新唐・史・地理：元和郡縣圖誌五十四巻、又十道圖十巻、古今地名三巻

　　　旧唐書巻148本伝、新唐書巻146本伝

く3＞唐

〈4〉新唐：李吉甫…又…冊水経十巻

〈5〉なし

＜6〉なし

＜7＞青山

＜8＞

055019
〈1＞古嶽漬経

〈2〉不詳

〈3＞不詳

く4＞なし

く5〉〈太平簑宇記＞巻16

く6＞なし

〈7＞なし

く8＞

055020
〈1＞諦子和海崎志

〈2＞諦子和〔伝不詳〕

〈3＞不詳

〈4＞なし

〈5＞〈太平簑宇記＞巻157
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〈6＞なし

〈7＞なし

＜8＞
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漢唐地理書輯逸（稿）（その1）

　～起漢至唐五岳四漬諸名山川書　篇～

薄井　俊二

一49一



凡例

一、本稿は、漢代から唐代に至る間に作られたとされるr地理書」のうち、山岳や河川を

対象として著述されたr山川志」の類の資料について、諸書に引用されて残っている逸文

を蒐集整理したものである。

一、本輯逸の構成は、王護のr漢唐地理書抄』を参考にし、若干の補足訂正を加えること

とする。

　即ち、全体の構成としては、同書の嘉慶十六年（1811）の凡例に付された目録（以下r初

本目録」と略称）が、それぞれの資料の内容に基づくr十二門類」に分類しているものに

従うこととする。ちなみに、r山川」を著述の範囲とする地理書を扱う本稿においては、同

書のr五岳四漬及諸名山川書記」の部分に収録されている資料を中心として輯逸作業を行

っている。

　なお、r初本目録」の構成と収録資料数は次の通り。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1

〈漢唐地理書紗初本目録＞

天文星野及五帝三王地理書記

起秦漢詑晴唐歴朝地理書記

漢魏詑唐諸州地理書記

漢魏詑唐諸郡國地理書記

五岳四漬及諸名山川書記

歴代都邑宮闘寺廟書記

聖賢櫨墓神仙洞府書記

各方故事遺聞稗雑書記

行役征途輕渉地理書記

四喬外國地理書記

諸州郡先賢者蕾仙眞傳

　一45種

　一35種

　一45種

一172種

　一56種
　一18種

　一20種

　一28種

　一26種

　一35種

　一41種
各州郡土産異物及本草道地書記一23種

一、r十二門類」それぞれの内部構成については、地域ごとにまとめることとし、r初本目

録」出版後に出されたr重訂漢唐地理書紗」の目録（以下r重訂本目録」と略称）におけ

る十区画区分に従う。

　なお、r重訂本目録」の構成と収録資料数は次の通りであるが、（第三冊）（第四冊）部分

が地域ごとの分類になっており、本稿では、r河北山西（重訂本目録ではr直隷山西」とす

る）」を［01］とし、以下［10］のr江西」までの十部構成とする。

　　〈漢唐地理書紗重訂本目録＞

（第一冊）

天文星野及五帝三モ地理書目

（第’二冊）

起秦漢詑晴唐歴朝地理書目

一36種

一33種
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（第三冊）

01直隷山西古地理書目

02山東古地理書目

03河南古地理書目

04雨江古地理書目

05漸閲古地理書目
（第四冊）

06湖南北古地理書目

07陳甘古地理書目

08廣東西占地理書目

09四川雲貴古地理書目

10江西古地理書目

一34種
一13種
一23種
一47種
一23種

一40種
一23種
一27種
一29種
一35種

＊本稿ではr河北山西」とする

＊本稿ではr陳西甘粛」とする

一、収録資料のそれぞれには、六桁の整理番号を付すが、それぞれの意味するところは次

の通りである。

　初めの二桁の番号は、r初本目録」におけるr十二門類」を示す。本稿はr五岳四　及諸

名山川書記」なので、それに相当する［05］がつくことになる。

　次の二桁の番号は、記述されている地域を示す。それぞれの番号と地域の対応は、上記

凡例に記したr重訂本目録」による。

　ただし、山岳や河川の場合は、政治的な区域に収まりきれない場合がある。またいくつ

かの名山や河川を総括的に述べる場合もある。そこで本目録では、次のような特例を設け

ることとした。

　　①五岳や複数の名山を集めた文献には［00］の番号を与える。

　　②河川や海湖を対象とした文献は、地域ごとに分けずにすべて［50］の番号を与え

　　る。

　　③山岳や河川にわたって記したものであっても、特定の地域に限定して記述している

　　ものは、他の資料同様r重訂本目録」の地域に対応した番号を与える。

　最後の二桁の番号は、それぞれのカテゴリーの内部における通し番号である。

　　　　　「河北山西」を示す

　　　　　　　↑

〈例＞　05　01　01　恒山記

　　　↓　　　　↓

　　　↓　　　　r通し番号」

　　　↓

　　　↓

r五岳四漬及諸名山川書記」を示す
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、逸文所収資料の主なものと略称は次の通り。

　　r尚書・正義」r経典釈文J

　　r史記・三家注」r後漢書・李賢注（注と略称）」r続漢書志・劉昭注（注と略称）」

　　r三国志・斐松之注（注と略称）」

　　r水経注」r元和郡県志」r太平簑宇記」r通典」

　　r斉民要術」

　　r文選・李善注」r文選・六臣注」r世説新語・劉孝標注（注と略称）」

　　r事類賦・注」

　　r北堂書紗j　r芸文類聚」r北堂書紗」r初学記」r白孔六帖」r太平御覧」

　同一一書の同じ巻に複数収録されている場合は、（）で件数を記した。

　　また、異名もしくは同一書の誤りと思われるもの、著者名を記さないが明らかに

　当該資料と思われるものは、＊印を記し、＊［盧山記］のごとく別記した。

一、既刊の輯逸本の主なものと略称は次の通り。

　　　・「説郭」（元陶宗儀輯編）

　　　・王謹r漢唐地理書紗」（中華書局、1961年）　　　…r現行本地理書紗」と略称。

　　　・陳運溶r麓山精舎輯本」（中華書局版r漢唐地理書紗」に併録）…r麓山」と略称。

　　　・王仁俊r玉函山房輯｛失書補編」（上海古籍出版社、1989年）…r補玉函」と略称。

　　　・朱祖延r北魏伏書考」（中州古籍出版社、1985年）

　　　・劉緯毅r漢唐方志輯逸』（北京図書館出版社、1997）　　　…r劉緯毅」と略称。

一、資料にっいての言及論文などには、次のものがある。

　　　・章宗源r晴書経籍志考証」（r二十五史補篇」第四冊所収）　…r章」と略称。

　　　・挑振宗r晴書経籍志考証」（r二十五史補篇」第四冊所収）　…r挑」と略称。

　　　・丁國鈎r補晋書芸文志」（r二十五史補篇」第三冊所収）　　…「丁」と略称。

　　　・文廷式r補晋書芸文志」（r二十五史補篇」第三冊所収）　　…「文」と略称。

　　　・秦栄光r補晋書芸文志」（r二十五史補篇」第三冊所収）　　…「秦」と略称。

　　　・呉士鑑r補晋書経籍志」（r二十五史補篇」第三冊所収）　　…r呉」と略称。

　　　・黄逢元r補晋書芸文志」（r二十五史補篇」第三冊所収）　　…r黄」と略称。

　　　・青山定雄r支那の山川志～宋代以前～」（r龍谷学報」第332号、1942）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r青山」と略称。

　　　・攣調甫r斉民要術引用書目考証」r斉民要術考証』（文史哲出版社、1994）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r攣調甫」と略称。
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漢唐地理書輯逸（稿）（その1）

　～起漢至唐五岳四漬諸名山川書篇～

［0500］五岳諸名山

050001　五岳眞形圖

1
）

洞天所在之慮其下別有日月分精以照其中龍橋慮二山相去百鯨歩其峯危疎相封橋有峯首其橋

中半漸漸促小可六七寸長一丈五尺爾邊懸崖傭臨不測山傍有誓石天師張道陵與鬼兵爲誓朱筆

書山青崖中絶今験断慮石並丹色闊二十丈深六七丈望之絶然

く太平御覧＞巻44地部9・青城山

2）

東岳太山戴倉碧七構之冠南岳衡山戴九丹日精之冠中岳嵩山冠黄玉太玄之冠西岳華山建太初

九流之冠北岳恒山建太冥霞陰之冠青城丈人戴蓋天之冠

く太平御覧＞巻675道部17・冠

3）

五岳使者服緋璃

〈太平御覧＞巻675道部17・璃

4）

東岳君服朱光抱

〈太平御覧＞巻675道部17・抱

＊［五岳眞形圖輕］
1
）

若道士得秘聖之経皆當杜秘於一人之口者即眞霊之文將墜於濁見何縁得存於永代乎傳授但當

必得其人量可秘而不出是斯永窮也

〈太平御覧＞巻678道部20・傳授上

＊［五岳眞圖］
1
）

太山君侃通陽大明之印衡山君偲夜光天眞之印嵩山君偲神宗陽和之印華山君侃開天通眞之印

恒山君侃長津悟眞之印青城丈人偲三庭之印

〈太平御覧＞巻676道部18・簡章

＊［五岳圖序］
1
）
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括蒼山東岳之佐命

〈太平御覧＞巻47地部12・括蒼山

＊［五岳圖］
1
）

青城山洞周二千里蜀郡界黄帝拝五爲岳丈人

く太平御覧＞巻663道部5・地仙

2）

恒山高三千九百丈七尺上方三十里周廻三千里有太玄之泉神草十九種服之可度世

く初学記＞巻5地理上・恒山第6

＊［五岳山名圖］
1
）

性命魂神之所属皆有理所

く太平御覧＞巻674道部16・理所

一54一



050002　名山略記

1
）

羅浮山有阿育王塔三十．二所雑道書。

〈太平御覧＞巻41地部6・羅浮山

2）

小白山在會稽陽城趙廣信以魏末入小白山受李氏服氣法又師左元放受守中之道後錬九華丹丹

成服之太一遣迎今在東華宮爲眞人

く太平御覧＞巻47地部12・小白山

3）

僧権道人居督安雷山農出澗忽見白水異常飲之甘如膿水過甚迅器取得少許以餉陶晋安不復中

飲権壽百三十歳不知其終

〈太平御覧＞巻59地部24・水下

4）

欝州道祭酒徐誕常以治席爲事有呉人姓夏侯來師誕忽暴病死終冬渉春有長沙門從北來於道中

見夏侯云被毘需召不得群師寄手巾爲信誕得手巾乃本所送入棺者

〈太平御覧＞巻716服用部18・手巾　三p3176

5）

欝州山出茨苓

〈太平御覧＞巻989藥部6・茨苓 四4376

6）

天台山在刻縣即是衆聖所降葛仙公山也

く藝文類聚＞巻7山部上・天台山

〈白孔六帖＞巻5

天台山即是定光寺諸佛所降葛仙公山也

〈文選＞巻11・遊天台山賦・李善注

7）

九疑山漢末有張禮正魏時有治明期南遊九疑禮正服黄精明期服澤爲柏實後倶適西城君受虹景

方兼以守一内外洞激東華迎而乗雲升天

〈藝文類聚＞巻7・山部L・九疑山

く白孔六帖〉巻5

8）

欝州出天門冬
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〈藝文類聚＞巻81・藥香草部上・天門冬

9）

赤城山一名焼山東卿司命君所居洞周回三百里上有玉清平天

く初学記＞巻8・江南道第10・赤城山

赤城山丹山洞周三百里名日上清玉平天此山下洞毫方二百里司命君之府也［名山記コ

〈太平御覧＞・巻674・道部16・理所

10）

有長山在東北縣因之爲名（以下は違うか？）階改長山爲金華

〈太平簑宇記〉巻97・江南東道9・婆州・金華縣　一p732

＊［名山記］
1
）

北接幡塚南接義帽東至成都山形似城其山有赤壁張天師所治慮今遺跡猶存

く太平御覧＞巻663・道部5・地仙　p2959

2）

岳洞方百里在終南太一間或名桂陽宮多諸蜜異王屋山洞周廻萬里名日小有清虚天按王君内傳

云在河内沁水縣界濟水所出之源也北有太行東南有北　嵩山内洞天□日月星辰雲氣草木萬類

無異臭宮閾相映金玉鎮飾皆地仙所慮即清虚王君所慮也

く太平御覧＞巻663・道部5・地仙　p2959

3）

大茅山有小穴口石填之但精心齋戒可得而遊中茅山東亦有小穴穴口如狗賓劣容人入耳愈入愈

闊外以盤石掩塞穴口故鯨小穿如杯大使山蜜守衛之此磐石亦時開登若勤懇齋戒尋之得從而入

易於常洞口好道者欲求神仙宜預齋戒則三茅君於句曲見之授以要道入洞門句曲有五門立志齋

戒三月尋登此門者可入臭

く太平御覧＞巻667・道部9・齋戒

4）

益州西南青城山一名青城郡山形似城其山有崖舎赤壁張天師所治慮南連峨媚山山遥望唯見雨

青嶺山如蚕蛾之眉亦有洞天諸蜜書所藏不知當是第幾洞天也

〈太平御覧＞巻674・道部16・理所

5）

羅浮山有道士費鐵臼杵欲合丹未成而仙化

〈太平御覧＞巻七六二・器物部七・臼杵　p3384
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6）

狐者先占之淫婦也其名日紫紫化而爲婦故其名自稻阿紫

〈太平御覧＞巻909・獣部21・狐

7）

天姥山上長楓千鯨丈粛粛臨澗水

〈太平御覧＞巻957・木部6・楓

山上有楓高十鯨丈蒲薫然［名山志］

＜太平寮宇記＞巻96・江南東道8・越州・刻縣

（注）→050004にも収録

8）

芙蓉石草多黄連

〈太平御覧＞巻991・藥部8・黄連

9）

道士朱濡子呉末入王笥山服菊花乗雲升天

〈太平御覧〉巻996・百卉部3・菊

10）

上津天柱山絶巖壁立秀出衆嶺有穴名仙遊洞洞口有竹敷董寒風凛然人不敢入

〈太平簑宇記＞巻141・山南西道9・商州・上津縣・天柱山二p275

11）

華岳有三峯直上敷千初基廣而峯峻畳秀迄於嶺表有如削成今博山香儘形實象之又華山與首陽

本一一山當河河神巨蜜以手舅開其上以足踏離其下分爲雨山以通河流故掌與脚迩存焉

〈太平簑宇記＞巻29・關西道5・華州華陰縣p247

12）

昔羅浮仙人居此故名

〈太平簑宇記〉巻120江南西道18・渚州渚陵縣
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050003　仙人採芝圖

1
）

芝生於名山食之令人乗雲能L天観望八極通見神明鳳風芝草生於名山之L金玉間文石L陰乾

治食一年令人羽翼皆生壽千歳能乗雲與鳳鳳倶

〈太平御覧＞巻986・藥部3・芝下
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050004　謝霰運遊名山志

［宋謝塞運遊名山志序］
1
）

夫衣食生之所資山水性之所適今滞所資之累擁其所適之性耳俗議多云歓足本在華堂枕島漱流

者乏於大志故保其枯槁余謂不然君子有愛物之情有救物之能横流之弊非才不治故有屈己以濟

彼量以名利之場賢於清噴之域耶語萬乗則鼎湖有縦轡論儲　則嵩山有絶控又陶朱高揖越相留

侯願群漢傅推此而言可以明臭

〈初学記＞巻5地理上・総載山第2・序

［宋謝霞運名山序］
1
）

夫衣食人生之所資山水性分之所適世識多云歓足本在華堂枕巖漱漱流者之於大志故保其枯槁

余謂不然君子有愛物之情有救物之能横流之弊非才不理故時有屈己以濟彼豊以名利之場賢於

清瞳之域邪語萬乗則鼎湖有縦轡論儲　則嵩山有絶控又陶朱高揖越相留侯願群漢傅推此而言

可以明臭

〈藝文類聚＞巻7・山部上・総載山・序　p129

［謝蜜運遊名山志］
1
）

地肺山者王演山記謂之木榴山一名地肺

く初学記〉巻5・総載山第2・地肺

2）

吹蔓有高桐皆百園峰陽孤桐方此爲劣

〈初学記＞巻28・桐第16・叙事

3
）

新漢蛎味偏甘有過紫漢者

く太平御覧＞巻942・鱗介部14・蛎

4）

永寧安固二縣中路東南便是赤石又枕海［霞運遊名山志］

〈文選＞巻22遊覧・謝蜜運遊赤石進帆海詩・題・李善注　p301

5）

湖三面悉高山枕水渚山漢澗凡有五慮南第一谷今在所謂石壁精舎

〈文選＞巻22遊覧・謝霊運石壁精舎還湖中作詩・題・李善注p301
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6）

石門澗六庭石門遡水上入雨山口雨邊石壁右邊石巖ド臨澗水［霰運遊名山志］

〈文選＞巻22遊覧・謝蜜運登石門最高頂詩・題・李善注　p302

7）

神子漢南山與七里山分流去斤竹澗敷里

く文選＞巻22遊覧・謝蟹運從斤竹岡詩・題・李善注　p302

8
〉

桂林頂遠則山乗尖彊中

〈文選＞巻25贈答・謝蟹運・登臨海嬌初登彊中作與從弟景恵連見羊何共和之詩・題・李善

注　p352

9
）

從臨江櫻歩路南上二里鯨左望湖中右傍長江也

く文選＞巻25贈答・謝簸運・登臨海嬌初登彊中作與從弟景恵連見羊何共和之詩・江穫・李

善注　P352

10）

始寧又北轄一汀七里直指舎下園南門穫自南穫百許歩封横山

〈文選＞巻30雑・謝蜜運南櫻中望所遅客詩・題・李善注p414

11）

破石漢南二百鯨里又有石帆脩廣與破石等度質色亦同傳云古有人以破石之半爲石帆故名彼爲

石帆此名破石

〈藝文類聚＞巻8・山部下・石帆山　p143

＊［謝霊運名山志］
1
）

石門山爾巖間微有門形故以爲構曝布飛潟丹翠交曜

〈藝文類聚＞巻8・山部下・石門山

2）

歩廊山在州東北二百二十里從瑞安江入遠望如有屋宇之形因而名之見謝霞運名山誌

〈太平簑宇記〉巻99・江南東道11・温州瑞安縣歩廊山　上p743

（注）r謝校注」はr歩廊山遠望如有屋宇之形因而名之」のみ謝の本文とする　p274

＊［謝露運記］
1
）

凡此諸山多龍髪草以爲肇龍而墜化爲此草又有孤石聾土特起高三百丈以臨水綿連敷干峯或似

羊角之状

〈太平簑宇記〉巻99・．江南東道11・慮州麗水縣緒雲山
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龍髪草□東陽永嘉有永嘉有糟雲堂意者謂鼎湖墓龍髪時有墜落化而爲草故有龍髪之稻

［遊名山志］

〈太平御覧〉巻994・百卉部1・龍髪

＊［遊名山志］
1
）

芙蓉渚有讐石頭如初生芙蓉色皆青白

く太平御覧＞巻52・地部！7・石下

2）

穫石山多支子也

〈太平御覧＞巻959・木部8・支子

3）

櫻石山多章枕皆爲三四五園

〈太平御覧＞巻960・木部9・枕

4）

赤巖山水石之間唯有甘蕉林高者十丈

〈太平御覧＞巻975・果部12・甘蕉

5）

名室藥多黄精

〈太平御覧＞巻989・藥部6・黄精

6）

泉山竹際及金州多麦門冬

く太平御覧＞巻989・藥部6・麦門冬

7）

横山諸小草多苛窮

〈太平御覧＞巻990・藥部7・苛蔚

8）

泉山多牡丹

〈太平御覧＞巻992・藥部9・牡丹

9）

石室紫苑

〈太平御覧＞巻993・藥部10・紫苑
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10）

石簑山緑崖而上高百許丈裏悉青苔無別草木

〈太平御覧＞巻1000・百卉部7

（注）謝校注、r緑」作r縁」

ll）

歩廊山有一樹如椒而氣此羅勒土人謂爲山羅勒也

く齊民要術＞巻10・菜茄・羅勒

12）

瞥謝安適過山上胡有蜜巖之

〈北堂書紗＞巻147・酒食部6・蜜41・蜜巖　3b

＊［遊名山記］
1
）

芙蓉山有異鳥愛形顧影不自藏故爲羅者所得人謂鴇□

く太平御覧＞巻928・羽族部15・衆鳥

2）

横陽諸山草多恒山

〈太平御覧＞巻992・藥部9・恒山

松陽諸山草多細辛［名山志］

く太平御覧＞巻992・藥部6・細辛

＊［遊名山者］
1
）

頂有大湖中有孤巖濁立皆露蜜房漢史朱買臣上書言越王居泉山一人守瞼千人不得上

〈太平簑宇記＞巻99・江南東道11・温州永嘉縣　p742

＊［名山志］
1
）

華子崩上杉千偲被在崖側

く太平御覧＞巻957・木部6・杉

（注）謝校注は、謝のr遊名山志」の一つとする

2）

閲中山多仙聖遊集焉

〈太平實宇記＞巻86・創南東道5・間中縣　p655

3）

楠漢八百三十里有石室北封清泉高七丈廣十三丈深十六歩・∫座千人状如鶉背有石色黄白拍之
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聲如鼓沿山石壁高十二丈故老傳云是石室歩廊

く太平簑宇記＞巻99・江南東道11・温州永嘉縣p742

（注）→050002と重複収録

＊［名山記］
1
）

孤石干雲高可三百丈黄帝煉丹於此

く太平簑宇記＞巻99・江南東道11・慮州・緒雲縣・糟雲山　一一p745

（注）謝校注は、謝のr遊名山志」の一つとする
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050005　LII居圖

［謝蜜運山居圖］
1
）

華子崩麻山第三谷故老相傳華子期者禄里弟子翔集此頂故華子爲構也

〈文選〉巻26行旅上・謝霞運・入華子崩是麻源第三谷詩・題・李善注　p369
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050007　永初山川古今記・・〈太平簑宇記＞所収のもののみ収録した

D
斤郷有石室有仇生者居焉

又云祝難翁者洛陽人居斤郷山下養難百鯨年［劉澄之永初山川記］

〈太平簑宇記＞巻5河南道5・便師縣・斤郷　　（一）p55

2）

尭先居唐後居陶故日陶唐氏［宋永初山川記］

＜太平簑宇記＞巻13河南道13・廣濟軍　　（一）p122上

3）

安定昆戎壌也其郡在今原州高平縣後漢永初五年徒其人於美陽以避莞憲郡寄理美陽即今雍州

武功縣界美陽故城也永建四年移於今所［宋永初山川記］

〈太平簑宇記〉巻32關西道8・浬州　（一）p272

4）

安邑有昆吾亭古昆吾國也［宋永初山川記］

〈太平簑宇記＞巻46河東道7・安邑縣・昆吾亭　　（一）p376

5）

鼓山有石鼓形二所南北相當俗語云南鼓北鼓相去十五里［宋永初古今山川記］

〈太平簑宇記＞巻56河北道五・濫陽縣・鼓山　　（一）p447上

6）

古黎國也詩云黎侯寓於衛衛以中露泥中二邑慮之國名也［劉澄山川記］

＜太平簑宇記＞巻57河北道六・黎陽縣・大倭山　　（一）p455上

7）

宛陵北有敬亭山山有神祠即謝眺春神賦詩之所其神云梓華府君頗有霊験［宋永初山川記］

〈太平簑宇記〉巻103江南西道1・宣城縣・敬亭山　（二）p23

8
）

縣西有羊山山上有然石黄白而理鹿以水潅之便熱若石炭以鼎置上烹煮加熟

又日支縣有熱泉泉如湯湯以生物投之即燗［宋永初山川記］

＜太平簑宇記＞巻106江南西道4・高安縣・羊山　　（二）p48

9）

城中有井井水色二半青半黄黄者如灰汁作飲粥並金色而甚券香

〈太平簑宇記＞巻109江南西道7・盧陵縣　　（二）p69

10）
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祷祈之時有人誤喚奴者則随其所犯郷境雨至必見雲開卒無露潤相傳云王喬既去奴堕於此因爲

神至今燥烈不可犯民爲之誰［山川記］

〈太平簑宇記＞巻109江南西道7・泰和縣・王山　　（二）p71

11）

汚口古文以爲槍浪水則屈原遇漁父所云澹浪之水清是也［永初山川記］

〈太平簑宇記＞巻131准南道9・漢陽軍・漢水　　（二）p217

12）

安陸縣居鄙城［永初山川記］

〈太平寮宇記＞巻B2潅南道10・安陸縣　　（二）p219

13）

吉陽縣西有九宗山⊂宋永初山川記］

〈太平簑宇記＞巻132准南道10・孝感縣・九宗山　（二）p220

14）

雲夢澤一名巴邸湖荊州之薮故魏武帝與呉主書赤壁之困過雲夢澤中有大霧遂使失道是此［宋

永初山川古今記］

〈太平簑宇記＞巻146山南東道5・長林縣・雲夢澤　　（二）p312

夫差小女年十八童子韓重私悦之王怒女結恨而死葬後重往弔之女形見贈脛寸明珠以贈重［山

川記］

〈太平簑宇記＞巻91江南東道3・呉縣・呉王女墓　　（…）p689

臨安縣有石鏡在山之東峯［山川記］

〈太平簑宇記＞巻93江南東道5・臨安縣・石鏡山　　（一）p704
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［0501］河北山西

050101　恒山記

＊［曇天王按山記］
1
）

高三干九百丈上方三十里周廻モ千里上有泰玄之泉神草1・九種道者服之成仙

〈太平御覧＞巻39地部4・恒山

2）

太史公云北岳者有五名一名蘭墓府二名列女宮三名華陽豪四名紫微宮五名太一一宮或云太茂匪

山北四百鯨里號飛狐之口有率然弛孫呉諭兵勢

〈太平御覧＞巻39地部4・恒山
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050102　恒しh圖糸堅

＊［常山圖脛］
1
）

北嶽恒山在縣西北一百四十里

〈太平御覧〉巻39・地部4・恒山
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050103　羊頭しLl言己

1
）

太學堂洛陽南開陽門外長卜丈廣三丈堂前石経四部本碑凡四卜八枚西尚書周易公羊十六碑南

禮記五碑東論語三碑有諌議大夫馬日暉碑議郎察畠銘

く太平御覧＞巻176・居庵部4・堂

2）

聖壽堂石虎造垂王偲八百大小鏡二萬枚丁香末爲泥油瓦四面垂金鈴一萬枚去鄭三十里聞響

く太平御覧＞巻176・居慮部4・堂

3）

原城西門南角有萬歳櫻俗傳飛入江常以鐡錬維之又櫻上時見一道白氣如煙刺史必死輕者疑講

州人至今爲常候

〈太平御覧＞巻176・居慮部4・櫻

4）

衛青破月支月支有井色如酒因名日酒井

く太平御覧＞巻189・居慮部17・井

5）

東阿城北門有大井深七尺煮之得膠貢之

く太平御覧＞巻189・居慮部17・井

6）

雍丘縣有神井興霧電享祀不綴

〈太平御覧＞巻189・居慮部17・井

7
）

盤固山有大井銅人嘗守之五十年一踊水起敷十丈銅人毎以手掩之即止

〈太平御覧＞巻189・居慮部17・井

8）

零浦有藍井ニモ四其一出火笛取密閉万里不滅

〈太平御覧＞巻189・居慮部17・井

9）

金龍井西京太極殿上有之金龍負山於上兼金鹿盧

〈太平御覧＞巻189・居慮部17・井
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10）

漢有常満燈不添常満光明不絶也

〈太平御覧＞巻870・火部3・燈
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050104　邪子勘龍山記

1
）

山東北與軍都西北與飛相接其山石上往往有似仙人及龍跡故以爲名四麓各有一穴大如車輪春

則風生東秋出西夏出南冬出北不相奪倫有沙門法猛以夏日入其東穴見石皇石人欲窮諸穴便有

人腐聲云法師其鯨皆如東者不宜來見磯猛傍愕然不畳身在穴外

く北堂書　＞巻158地部2・穴篇13

　参考：

＊［邪子属趙記］
1
）

龍山有四麓各有一穴大如車輪春風出東秋風出西夏風出南冬風出北不相奪倫

〈史記〉巻43趙世家・正義（中華書局pl829）

＊［邪子働記］

　　〈太平簑宇記＞巻66

＊［邪子働三郡記コ

　　〈太平簑宇記＞巻66（3条）
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050106　三督山険記

D
山陽縣北有谷通得駿馬石勒十八騎馬昔在此啖梨生樹今有梨園

く太平御覧＞巻969・果部6・梨

＊［三替記］
1
）

魏壽鯨爲以魏叛士會既濟課而還今蒲津是也

〈太平簑宇記〉巻46河東道7・蒲州
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［0502］山東

050201　泰山記

1
）

泰山廟在山南悉種柏樹千株大者十五十六園長老傳云漢武所種廟及東西房三十鯨間並高櫻三

慮春秋饗祀泰山君常在此壇

く太平御覧＞巻39・地部4・泰山

泰山廟在山南悉種柏樹千株

〈初学記＞巻5・泰山・千樹

山南有太山廟種柏樹千株大者十五六園長老傳云漢武所植［太山記］

〈太平御覧＞巻956・木部3・柏

山南有太山廟種柏樹千株大者十五六園長老傳云漢武所種

く藝文類聚＞巻88・木部上・柏

山南有太山廟種柏樹千株大者十五六園長老傳云漢武帝所種

く初学記＞巻28・柏・泰山千樹　華林二株［太山記］

晋有華林園柏二株

2）

山有鍾乳但不好耳［太山記］

く太平御覧＞巻986・藥部4・石鍾乳

3）

太山西北有長城縁河脛千鯨里瑛邪入海

〈史記＞巻43・趙世家・正義［太山記コ

太山西有長城縁河輕太山除一千里至瑛邪毫入海

〈史記＞巻69・蘇秦列傳・正義［太山記］

太山西北有長城縁脛太山千鯨里至瑛邪毫入海

く史記＞巻40・楚世家・正義［太山郡記］

太山西北有長城縁河脛太山千鯨里至榔耶肇入海往往有壁門邸閣四五慮猶在史記蘇代説燕王

燕王日齊有長城鍾防足以爲固是也［太山記］

〈太平簑宇記＞巻13河南道13・邸州平陰縣・長城pH8

4）

岱宗小天門有秦時五大夫松在

く藝文類聚＞巻88・木部上・松
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5）

電山出紫石英好者内朗外明表裏映徹若電状故名電山今猶充貢

く太平簑宇記＞巻23・河南道23

6）

東南巖名日日観言難一鳴時見日出秦観者望見長安呉観者望見會稽周観望鍋也黄河去嶽三百

鯨里望見之如帯

〈白孔六帖＞巻5・泰山・日観

一74一



050203　劉曹卸山記

1
）

卸山古之曜山也孤桐之所植邦文公之所卜山下是瓢縣本是祁國魯穆公改卸山從邑変故謂卸山

山睾陽猶多桐樹地理志峰山在卸縣北繹邑之所依名也山東西二十里南北一十三里高秀濁出積石

相臨殆無壌石間多孔穴洞達相通往往有如敷間居慮其俗謂之哩孔遭爵L輯將居人入鐸外憲難衆

無所施害永嘉中太尉郡竪將郷曲逃此山胡賊攻守不能得今山南有大峰名日郡公曝山北有絶巖

秦始皇観禮於魯登於繹山之上命丞相李斯以大笈勒銘山嶺名日書門詩所謂保有蒲峰者也［卸

山記］

〈太平御覧＞巻42・地部7紬睾山

卸山古之峰山魯穆公改卸今卸山哩繹陽猶多桐樹［卸山記コ

〈太平御覧＞巻956・木部5・桐

卸山古之山睾陽魯穆公改爲卸今瓢山埋陽猶多桐樹［瓢山記］

〈藝文類聚＞巻88・木部上・桐

卸山古之哩山魯穆公改爲卸山今郷山螺陽猶多桐樹［劉會卸山記］

〈初学記＞巻28・桐第16・叙事

卸山古之哩山言絡繹相連驕也今猶多桐樹［卸山記］

〈史記＞巻2・夏本紀（禺貢）・正義

2）

但裸山在梁甫奉高博三縣界猶有美松亦日尤侠之山也赤眉渠帥簗崇所保也故崇自號尤侠三老

臭

山東有巣父廟山高十里山下有陵水方百許歩三道流注一水東北沿漢而下屈浬縣南西北流入干

挟一水北流歴澗西流入干挟一水南流逞陽關亭南《春秋嚢公十七年》逆減絶自陽關者也又西

流入干波水也［卸山記］

〈水輕注＞巻24・波水注　p478
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［0503］河南

050301　盧元明嵩高山記

［盧元明嵩山記］
1
）

漢有王彦者隠於此山景帝累徴不出遂就而封侯山因爲名後學道得成至今指所在爲王彦崖

く太平簑宇記＞巻5・河南道5・侯山　上p49

［嵩高山記］

1
）

漢有道士從外國將貝多子來於嵩岳西脚下種之井立浮圖今有四樹與衆木有異一年三花（a）

花白色其香甚佳嵩山最是栖神蜜薮也東出一里有自然五穀神芝仙藥（b）東脚下有衆果樹云

是漢果園後有小山名牛山多香樹昔有婦女妊身三十月生子五歳便入嵩高學道通神明爲母立祠

號開母祠（c）又有三肇山漢武東巡過（d）此山三學仙女遂以爲名（e）又一石室有自然

輕書飲食（f）室前石柱似承露盤有石暗（g）滴下食之一合與天地相畢中頂南下二百歩亦

有岳廟書爲神（h）像有玉人高五寸玉色光潤相傳日明公山人或失之経旬乃見（i）

〈太平御覧＞39・地部4・嵩山

注…（a）

嵩寺中忽有思惟樹即貝多也有人坐貝多樹下思惟因以名焉漢有道士從外國來將子於山西脚下

種極高大今有四樹一年三花［嵩山記］

〈齊民要術＞巻10・繋

嵩高寺中有思惟樹即貝多也如來坐貝多下思惟因以爲名焉［嵩高山記］

く太平御覧＞巻960・木部9・貝多　四p4262

注…（b）

嵩山最是栖神之蜜薮長松緑柏生於嶺澗左右古人住止慮有銅銚器物東北出雲有自然五穀神芝

仙藥［盧元明嵩山記］

〈初学記＞巻5・嵩高山第7・銅銚　plO3

岳左右有古人住慮銅銚器猶存

く太平御覧＞巻757・器物部2・銚

山上神芝

〈文選＞巻19・洛神賦・李善注　p352

注…（c）

昔陽裡有婦人妊身三十月乃生’從母背L出五歳便入北山學道通神明爲母立祠因號日開母祠

焉

く太平御覧〉巻361・人事部2・産　　二p1665
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陽裡婦人今寵中馨石像其石漢安帝延光三年立［嵩山記］

く元和郡縣圖志〉巻5・河南道1・登封縣・啓母祠

陽裡婦妊三十月子從背出五歳入山學道爲母立祠日開母祠［嵩高記］

〈路史＞巻9・鯨論

注（d）

r北魏逸書」、r過」作r遇」

注（e）

山有玉女塵云漢武帝見三仙玉女因以名塵

く藝文類聚＞巻62・居慮部2・豪　plll9

山有玉女塁言漢武帝見（r水輕注疏」、補r三仙玉女」四字）因以名毫

〈水経注＞巻40・禺貢山水澤地注下p3346

注（f）

又一石室有自然経書飲食

〈北堂書紗＞巻142・酒食部1・惣篇1・嵩高石室有自然飲食　9a

山下巌中有一石室云有自然経書自然飲食

く水纏注＞巻40・禺貢山水繹地注　下p3346

注（9）

r北魏逸書」、r暗」作r脂」

注（h）

r北魏逸書」、r神」作r人」

注（i）

岳廟墨爲神像有玉人高五寸五色甚光潤制作亦佳莫知早晩所造蓋岳神之像相傳日明公山中人

悉云屡常失之或脛旬乃見［盧元明嵩山記］

〈初学記＞巻5・嵩高山第7・玉人　p103

大業四年…中略…蹟答日…中略…臣見魏大司農盧元明撰嵩高山廟記云有神人以玉爲形像長

敷寸或出或隠出則令世延長

く晴書＞巻77・隠逸・崔廓傳附崔積　中華書局pl757

2）

嵩高山有大松樹或百歳或千歳其精攣爲青牛爲伏鶉採食其實得長生［嵩山記］

〈初学記＞巻28・果木部・松第13p686
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嵩岳有大樹松或百歳千歳其精攣爲青牛或爲伏輻採食其實得長生

く藝文類聚＞巻88・木部上・松　p1512

嵩高丘有大松樹或百歳千歳其精攣爲青牛或爲伏輻採食其實得長生

〈太平御覧＞巻953・木部2・松

山有大松或千歳其精攣爲青牛［嵩高記］

〈太平御覧＞巻900・獣部12・牛下四p3993

千歳松或化爲伏縮

〈太平御覧〉巻931・鱗介部3・鶉　四4140

3）

嵩高山東北有牛山其山多杏至五月欄然黄茂自中國喪鼠百姓飢饅皆資此爲命人人充飽而杏不

壷

〈太平御覧＞巻968・果部5・杏　四p4292

東北有牛山其山多杏至五月欄然黄茂自中國喪鼠百姓飢饅皆資此爲命人人充飽而杏不壷

〈齊民要術＞巻4・種梅杏第36・自注

4）

東嶽脚上有梨樹云是武帝菓園山中諸生皆取食之

く太平御覧〉巻969・果部6・梨　四p4296

5）

魏文帝時穂叔夜胡昭在此學桃樹見在

〈太平御覧＞巻967・果部4・桃　四4290

6
）

嵩高山上有神芝人芝者状似小兜地芝者辟方一尺如黄金色覆以五色雲有神龍守之食者可以遽

年

〈太平御覧〉巻986・藥部3・芝下　四4366

7）

取松柏扶苓二斤醇酒漬之和以白蜜日三服乃通蜜

〈太平御覧＞巻989・藥部6・茨苓

8
）

有人在嶺L聞異聲清和雅妙尋不復聞唯見一・塞香在嶺ヒ側足霞跳忽失所在

〈太平御覧＞巻981・香部1・癖　四4345
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9）

有猟師在山見浮圖奇妙異常有金像比來尋求白霧忽起不知寺虚

く太平御覧＞巻15・天部15・霧一p77

10）

漢孝武遊登五岳尊事霞星遂移祠置岳南脚上築作殿壇周廻立瓦屋行種松柏前五百歩臨大道立

爾石闊極高大

〈太平御覧＞巻532・禮儀部ll・霰星　三p2417

漢武遊祭五岳尊事塞星遂移祠置岳南郊築作殿堂周廻立瓦屋行種松柏祠前五百歩臨大道立雨

石闘極高大也

〈北堂書抄＞巻90・禮儀部11・霞星25・漢武尊事

11）

嵩山東南三百里有龍脾其地沃壊可居即此岡也今臨頴縣理在岡上

〈太平簑宇記＞巻7・河南道7・臨頴縣一p72

＊［盧氏嵩山記］
1
）

半馬澗人或云百馬澗亦日拝馬澗故老傳王子晋得仙而馬還國人思之不見乃拝其馬於此也

く太平御覧〉巻69・地部34・澗　一p326

半馬澗人或云百馬澗亦日拝馬澗故老傳王子晋得仙而馬還國人思之不見乃拝其馬於此也［盧

元明嵩山記］

く太平簑宇記＞巻5・河南道5・縦氏縣一p52

2）

覆釜堆又名撫父堆即縦嶺也

〈太平簑宇記＞巻5・河南道5・縦氏縣一p52

3）

此鳩有道士浮邸公接太子督登仙之所也

く太平簑宇記＞巻5・河南道5・河南府縦氏縣・霊星鳩　一p52

＊E嵩山記］
1
）

少室山有雲母井出雲母

く太平御覧〉巻189・居慮部17・井　一pgl7

少室山有雲母井出雲母

く初学記〉巻7・井第6・叙事　p153
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少室山有雲母井［嵩高山記］

〈藝文類聚＞巻9・水部下・井p178

2）

月光童子常有天台亦來於此

〈初学記＞巻5・地理上・嵩高山第7plO4

3
）

鬼谷先生於嵩山東南學仙

〈初学記〉巻5地理上・嵩高山第7

〈白孔六帖〉巻5

4）

東北五方山上有一池池内有破舟云禺乗來也

く北堂書　＞巻137・舟部上・舟惣篇1・嵩高有破舟　11a

5）

嵩高見王母

〈北堂書紗＞巻12・帝王部12・慕道454b

＊［嵩高記］
1
）

見玉女

く北堂書　〉巻16・巡行534b
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［0504］両乎工

050401　虎丘山記

＊［王殉虎丘記］
1
）

山大勢四面周嶺南則是山蓬爾面壁立交林上合践路下通升降窃究亦不卒至

〈藝文類聚〉巻8・山部下・虎丘山

＊［虎丘山疏コ
1
）

山下三面有春秋二標

〈太平御覧＞巻970・果部7・標

山下三面有春秋二奈

く事類賦＞巻26・果部1・奈・②茂虎丘之嘉實・注

2）

山三面悉有木瓜

〈太平御覧＞巻973・果部10・木瓜

＊［虎丘山銘］
1
）

暦司徒東亭献公王殉撰云武丘山先名海涌山

〈藝文類聚＞巻8・山部下・虎丘山
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050402　顧榿之虎丘山序

1
）

呉城西北有虎丘山

〈太平御覧＞巻46地部11・虎丘山

呉城西北有虎丘山者含眞藏古腱虚窮玄隠燐陵堆之中望形不出常阜至乃専絶於華峯

く芸文類聚＞巻8山部下・虎丘山・序
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［0505］潅斤閲

050501　徐蜜符天台山記

＊［天台記］
1
）

丹丘出大茗服之生羽翼

〈太平御覧〉巻867・飲食部25・茗

丹丘出大茗服之生羽翼

く事類賦＞巻17・飲食・茶・（50）服丹丘而翼生・注

一83一



050504　泉山記

1
）

山頂有泉分爲爾派一入慮州一入建漢即漢書朱買臣所謂東越1三居保泉山一人守険千人不得上

即此山也

く太平御覧〉巻47・地部12・泉山

2）

梨嶺因梨以名之記云南嶺下道東有鍾離古亭跡存焉

〈太平御覧〉巻47・地部12・梨嶺
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050505　鳥嶺山記

1
）

鳥嶺峻極不通牛馬以其鳥居山連接因以爲名

〈太平御覧＞巻47・地部12・鳥嶺山
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050506　呉興山嘘名・・11太’F簑宇記，11所収文のみ収録

1
）

三山太湖中白波天合三黒占黛色

く太平簑宇記＞第94巻江南東道6・湖州・鳥程縣r三山　（・ ・）p707下

2）

金山上石悉作丹絡之色夜照敷里不假燭以其光采類金而名焉［張元之山嘘名］

〈太平簑宇記〉第94巻江南東道6・湖州・鳥程縣・金山　　（一一）p708L

3）

昔鳥程豪族嚴白虎於山下塁爲城與呂蒙戦所今山上有弩豪峰火櫻之跡猶存

［山嘘名］

〈太平寮宇記〉第94巻江南東道6・湖州・鳥程縣・石城山　　（一）p708下

4）

昔夏后仔巡狩之所今山上有古城日避飽城唐大歴八年刺史顔眞卿爲慮士陸羽建亭於山上以癸

年癸月癸日成因名三癸亭［山蛯名］

〈太平簑宇記＞第94巻江南東道6・湖州・鳥程縣・仔山　　（一・p708下

5）

漢海昏侯沈戎葬於此上有池深五尺其水冬夏不渇時武帝見山」二金鷲翔集或風清雨霧樵夫耕父

聞山上鷲鳴〔山嘘名］

〈太平簑宇記＞第94巻江南東道6・武康縣・金鷲山　　（一）p710下

6）

几山似几因爲名焉亦作已（巳）山［山嘘名］

〈太平簑宇記〉第94巻江南東道6・武康縣・几山　　（一・p710下

7）

七里橋山頂有石橋長一丈六尺甚峻滑一名石橋…名石頭山今山下有橋村［山嘘名］

〈太平寮宇記＞第94巻江南東道6・武康縣・七橋山　　（一）p710下

8）

毎春來岸華開迄夏不歓［山嘘名］

＜太平簑宇記〉第94巻江南東道6・武康縣・鯨英漢　←一）p7ロ上

9）

昔帝柱南巡至於此山因而名之山L有石鼓高丁 丈下有盤石爲足諺云石鼓鳴則三呉有兵［張元

之山嘘名］

く太平簑宇記＞第94巻江南東道6・長興縣・夏駕山　（ 一）p712ド

一86一



10）

飛雲山南有風穴故雲霧不得霜欝其間其L多産楓櫟等樹宋元徽五年置飛雲寺有石泉沙渚松門

苦竹巖也［張元之山嘘名］

く太平簑宇記＞第94巻江南東道6・長興縣・飛雲山　（ ・）p712下

1
1
）

昔銚紗得仙於此山化爲白鶴而飛因以名之［張元之山嘘名］

〈太平簑宇記＞第94巻江南東道6・長興縣・白鶴山　（一）p712下

12）

九龍山其山有九瀧悉作龍形山頂有古石城城西北角有石寅因名［張元之山嘘名］

〈太平簑宇記＞第94巻江南東道6・長興縣・九龍山　　（一）p712下

B）

青山有石賓通洞庭冬夏常暖山如黛色［張元之山嘘名］

＜太平簑宇記〉第94巻江南東道6・長興縣・青山　　（一）p713上

14）

藝香山昔西施種香之所［張元之山嘘名］

〈太平簑宇記＞第94巻江南東道6・長興縣・藝香山　　（一）p713

15）

西顧昔呉王闘闇登姑蘇望五湖望見此山因名之［張元之山嘘名コ

く太平簑宇記＞第94巻江南東道6・長興縣・西顧山　　（一）p713

16）

堆山形類雑［張元之山嘘名］

〈太平簑宇記＞第94巻江南東道6・長興縣・雑山　　（一）p713

17）

西喧山泉澗北流而西向峻狭以其聲鳴咽而名之［山嘘名］

＜太平簑宇記＞巻94江南東道6・長興縣・西喧山　（一）p713

18）

龍目蜆山石巖間有二目光彩照人因謂之龍目蜆［張元之山嘘名］

＜太平簑宇記＞巻94江南東道6・長興縣・龍目蜆　　（一）p7B

19）

昔西施種香之所上有蘭萱田宛［山嘘名］

〈太平簑宇記＞巻94江南東道6・長興縣・南興山　　（…）p713
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20）

西湖一名呉城湖昔呉王閾閻築呉城使百姓螢土於此浸而爲湖閾閲弟夫概因而創之［山雄名］

〈太平簑宇記〉巻94江南東道6・長興縣・西湖　　C一）p7i3下

21）

昔漢荊王費登此山名之〔張元之山嘘名コ

く太平簑宇記〉巻94江南東道6・長興縣・荊漢　←一）p713下

22）

金山金潭金塘金渠悉漢櫻船將軍金曼情居之［山嘘名］

〈太平簑宇記＞巻94江南東道6・長興縣・金潭　　←一）p714！二

23）紫花澗雨岸長薄之下生朱籐至三月紫花漏澗一一名花瀬［山嘘名］

〈太平簑宇記〉巻94江南東道6・長興縣・紫花澗　　（一）p714上

24）昔呉王夫概顧其渚次原曝平術爲都邑之所今崖谷林薄之中多産茶茗以充歳貢⊂山壇名］

〈太平簑宇記〉巻94江南東道6・長興縣・顧渚　　（一一）p714上

25）

苧漢以貢苧爲名南岸有藺相如廟北岸有青州刺史銚恢囚女城［山嘘名］

＜太平簑宇記〉巻94江南東道6・長興縣・苧漢　　（一）p714下
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［0506］湖北南

050601　徐蜜期南嶽記（南岳記）

1
）

衡山者五嶽之南嶽也其來尚突至干軒較乃以瀬〔自注：音潜〕窪之山爲副焉故爾雅云雷山爲

南嶽蓋因其副焉〔白注：或云衡山一名雷山〕至漢武南巡又以衡山遼遠道隔江漢於是乃徒南

嶽之祭干盧江瀧山亦承軒帳副義也〔自注：干寳捜神記日漢武徒南嶽之祭著鷹江潜縣之震山

郭瑛爾雅注云雷山在盧江郡潜縣別名天柱山漢武以衡山遼遠識誰以雷山爲岳故祭之也〕

＜太平御覧＞巻39・地部4・衡山

衡山者五岳之南岳也其來尚臭至於軒韓乃以瀧〔自注：音潜〕雷之山爲其副焉故爾雅云雷山

爲南岳蓋因其副焉〔自注：或云衡山 一・ 窪山〕至漢武南巡又以衡山南遠道隔江漢於是乃徒

南岳之祭干鷹江漫山此亦承軒顛副義也〔自注：干寳捜神記云漢武徒南岳之祭著盧江潜縣之

雷山郭瑛爾雅注云窪山在鷹江郡潜縣別名天柱山漢武以衡山遼遠識譲以窪山爲岳故祭之〕故

南岳衡山朱陵之霰毫太虚之寳洞上承冥宿鐙徳鈎物故名衡山下鋸離宮囁位火郷赤帝館其嶺祝

融託其陽故號南岳周旋敷百里高四千一十丈東南臨湘川自湘川至長沙七百里九向九背然後不

見禺治水登而祭之因夢遇玄夷使者遂獲金簡玉字之書得治水之要山有三峯其一名紫蓋天景明

激有一讐白鶴徊翔其上一峯名石因下有石室中常聞諏諦聲一峯名芙蓉上有泉水飛流如舎予一幅

練山海輕云衡山一名拘壌山其上多青腰鳥多鵬鶴

く初学記〉巻5・衡山・叙事

2）

南岳山上有飛流壇懸水激石飛濡百偲即孫温伯所喪身慮也又有曲水壇水行石上成溝涜如世人

臨河壇也三月三日時來迫遥

〈太平御覧＞巻蓋85・居慮部13・壇

南岳山上有飛壇懸水激石飛滞百匁即孫温伯所喪身慮也又有曲水壇水行石上成溝涜如世人臨

河壇也三月三日時來迫遥

〈藝文類聚＞巻64・居慮部4・壇

〈白孔六帖＞巻5

3）

衡山石室中有几及香燈［徐先生南岳記］

＜太平御覧〉巻703・服用部5・香燧

衡山有石室内有石　石几［南岳記］

く太平御覧〉巻710・服用部12・几

衡山之崩有石室有古人住慮有刀鋸銅銚及瓦香鐘［南岳記］

〈藝文類聚〉巻70・服飾部下・香燈
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衡山石室有石　石几［南岳記］

＜事類賦〉巻之14・服用部3・几・注・⑦白玉青石之奇

衡山有仙人石室中有白玉　楊⊂南岳記］

く北堂書紗＞巻133・楊16・仙人長楊　3a

：参考：

仙人室中有黄玉　［衡山記コ

〈太平御覧＞巻706・服用部8

4
）

夏禺導水通漬刻石書名山之高南岳文云四千一十丈

〈初学記＞巻5・衡山第4・石書

5
）

衡山者太虚之寳洞

く初学記＞巻8・江南道第10・寳洞

6
）

流丹崖南五里得仙人宮道士休糧絶穀身輕清虚使得入此宮

〈初学記＞巻8・江南道第10・仙宮

考参

＊［南嶽記コ
1
）

當翼珍度機衡謂之衡山山有錦石斐然成文

〈太平御覧＞巻39・地部4・衡山

2）

南嶽回雁爲首嶽麓爲足

〈輿地紀勝＞巻55

南嶽周廻八百里回雁爲首嶽麓爲足

（麓山精舎輯本所引）

3）

高四干五百丈

〈太平簑宇記：補闘＞巻114・江南道12・潭州長沙縣・武陽山

＊［元和志南嶽記コ

D
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上如車蓋及衡軌之形山高四千…十丈衡山七十二峯在衡陽境者凡六日絢縷回雁碧雲白 i｛仙上

九嶺在長沙湘郷湘潭善化縣境者凡七而在縣境者凡五十九其大者有六日祝融紫蓋天柱石庫芙

蓉雲密自此而外有五十三峯合在別縣者十三峯共七十二峯而嶽麓不與焉又有十五巖十洞三十

八泉二十五漢九池九潭六源八橋九井

く太平簑宇記〉巻115・江南西道13・衡州衡山縣・衡山
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050602　傅先生南岳記

1
）

衡山芝闘石室有瓦香壇

〈初学記＞巻25・香煉

050601の3）に類似
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050603　衡山記

1
）

衡山有曽青崩出曽青可合仙藥有霊壽嵩有蜜壽木周廻敷十・里芝草崩有神芝蜜草

〈太平御覧〉巻53・地部18・崩

衡山有曽青崩曽青・∫合仙藥

〈太平御覧＞巻988・藥部5・曽青

衡山有曽青岡出曽青可合仙藥有蜜壽岡多霊壽木

〈藝文類聚＞巻6・地部・岡

南山有蜜壽崩山上多芝草蜜壽木

〈北堂書紗＞巻157・地部・嵩篇七・芝草崩7a

衡山有曽青嵩出曽青可以合仙藥

〈北堂書　＞巻157・地部・嵩篇七・曽青嵩7a

2）

仙人室中有黄玉　

〈太平御覧＞巻706・服用部8・　

　→050601に重複収録

3）

有人採藥暮宿石室中見一銅銚是煮藥慮蟹人聞之取銚還用學村蓋病送返乃已

〈太平御覧＞巻757・器物部2・銚

4）

桂英巖上墾石作臼有鐵杵俺置巖畔石臼邊有雨人脚跡

く太平御覧＞巻762・器物部7・杵臼

5）

鶏頭陵西有石室有人採藥暮宿其中曉見一鋸懸在壁上示有形無復鐵貫

〈太平御覧＞巻763・器物部8・鋸

6）

空青嵩有天津玉池

〈文選＞巻31雑擬・江文通雑膿詩・稽中散・李善注　　p434

7）

甘泉東有石壁禺所刻文在此

〈初学記＞巻24・摘・禺文
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8）

玄草崩東南有流丹服之不死

〈北堂書鉛＞巻157・地部・崩篇七・玄草嵩　7b
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050604　衡山圖脛

1
）

小盧山一名浮丘山在縣西一百八里高六里三十歩東西二十里南北四十里言其山似九江盧山故

日小盧山

く太平御覧＞巻49・地部14・小盧山

2）

静福山有縣北五十里有梁膠沖者守清虚爲本郡主簿西曹祭酒湘東王國常侍大同三年家於此山

先天二年飛昇於此山後刺史蒋防敬慕高風刻石爲碑

〈太平御覧＞巻49・地部19・静福山

一95．



050606　武當山記

＊［股斌當山記］
1
）

魏興反照山上有三公鐵鍵常有数卜解難大早而不減長老云有天壬女欲來此山愁思而死三□公

衛送故於此烹之

〈太平御覧＞巻757・器物部2・鎮

＊［武當山記］
1
）

魏興錫縣有長利城父老伯相傳云是長安土所築邑塞於鯨城

〈太平御覧＞巻192・居慮部20・城上

2）

山有石室有板床銅杖長七尺三分

〈太平御覧＞巻710・服用部12・杖

山有石室中有銅杖長七尺

〈太平御覧＞巻8B・珍寳部12・銅

山有石室室中有銅杖長七尺八寸

〈北堂書紗＞巻133・服飾・銅杖12a

3
）

武當山匪域周廻四五百里中央有一峯名日参嶺高二十鯨里望之秀絶出於雲表清朗之日然後見

峯一月之間不見四五輕雷蓋干 と白雲帯其前旦必西行夕而東返常謂之朝山蓋以衆山朝揖之主

也［山記］

＜太平御覧＞巻43地部8・武當山

匿城周廻四五百里中央有一峯名日参嶺高二十鯨里望之秀絶出於雲表清朗之日然後見峯一一月

之中不過四五輕害蓋其上白雲帯其前日必西行夕而東返則惟其常謂之朝山蓋以重朝揖之主也

く太平簑宇記＞巻143山南東道2・武當縣　（二）p286上

：参考：

＊［股斌石室記］

1）安域新喩縣有石室又有井仰溝宙洞深幽穴傍會莫有能究其極者

〈北堂書　＞巻158・17a
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050608　句將山記

1
）

登勾將山南望見宜都江陵近在目前沮潭汚漢諸山偶偶時見遠眺雲夢之澤晶然與天際四顧惚視

衆山敷千偲者森然羅列於足下千偲以還者嘉鬼如丘浪勢焉今在土洛縣西北

く太平御覧＞巻49地部11・句將山

2）

登勾將北見高筐山鍵然半天

く太平御覧＞巻49地部1い高筐山

登句將北見高笄山鰻然半天

〈太平簑宇記＞巻147山南東道6・夷陵縣・高笄山　（二）p315上

3）

登勾將山見馬叢建鼓凝然半天［衰山松記］

〈太平簑宇記＞巻143山南東道2・房陵縣・建鼓山　（二）p288下

（地理書抄は［哀山松句將山記］として収録しているが、あるいは［宜都山川記］か？）

4）

縣去山四十里別從狼尾灘下南崖巳上峡州

〈初学記＞巻8地部・山南東道第7・狼尾
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050609　荊山記

1
）

巴陵南有青草湖周廻百里日月出没其中湖南有青草山故因爲名

〈藝文類聚＞巻9・水部下・湖

＊［荊山圖］
1
）

恨山縣山下有石床傍生野薙人往乞者神許則風吹制其分齊随侮而鶉不得過越

〈太平御覧＞巻9・天部9・風
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050610　宗淵麓山記

1
）

山足日麓蓋衡山之足也

〈太平御覧＞巻49地部14・西楚南越諸山・麓山

山足日麓蓋衡山之足也

〈太平簑宇記＞逸　巻l　l4江南道12・潭州・長沙縣・嶽麓山
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050611　衰山松宜都山川記 〈太平簑宇記〉所収のもののみ収録

1
）

虎牙山有石壁其色黄間有白文亦有牙歯

〈太平簑宇記＞巻147山南東道六・夷陵縣・虎牙山 （二）P315上

2）

南崖有山名荊門北崖有山名虎牙

〈太平簑宇記＞巻147山南東道六・夷陵縣・荊門山 （一二）p315下

3
）

丹山時有赤氣篭井如丹故加此名⊂衰山松宜都記］

〈太平簑宇記〉巻147山南東道六・夷陵縣・丹山 （二）p316下

4）

郡城陸抗攻歩閲拒晋於此塁（以下地理書　は採録せず：梁武帝天監中於此置宜州爲拓州蓋

取開拓之意周武帝以拒三峡之口復改爲峡州陳嘗得之以爲重鎭階伐陳陳人守荊州狼尾灘並在

宜都界）［宜都記］

く太平簑宇記〉巻147山南東道六・峡州　　（二）p314上

5）

西陵北崖有石穴遠望常白馬出入其間尋之莫観［宜都記］

〈太平簑宇記〉巻147山南東道六・夷陵縣・白馬穴　　（二）p315L
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［0507］陳西甘粛

050701　華L1』言己

1
）

山頂有池生千葉蓮花服之羽化因日華山

く太平御覧＞巻39・地部4・華山

山頂有池池中生千葉蓮華服之羽化因名華山

〈太平御覧＞巻999・百卉部6・芙薬

山頂有池生千葉蓮花服之羽化因日華山

〈初学記〉巻5・華山第5・叙事

華山頂生千葉蓮花

〈初学記＞巻5・華山第5・蓮峯

華山頂上有池生千葉蓮花服之者羽化

く初学記〉巻27・芙蓉・叙事

華山頂有池生千葉蓮花服之羽化

く初学記＞巻27・芙蓉・千葉

山頂有池池中生千葉蓮花服之羽化因華山

〈藝文類聚＞巻82・草部下・芙葉

く白孔六帖＞第5

山頂有池生千葉蓮花服之羽化因名華山

〈太平簑宇記＞巻29關西道5・華州華陰縣・太華山 p247下

2）

山有三峯〔謂蓮華毛女松桧也〕

く太平御覧＞巻39・地部4・華山

3）

南嶺東巖北面有二小山一山有讐石竪立號日石門一一山孤崖特秀上有客観防之者遠眺千里

〈太平御覧＞巻179・居慮部7・観

南嶺東巖北面有二小山一山有讐石竪生號日石門一山石孤崖特秀上有客観渉之遠者眺十里

〈藝文類聚＞巻63・居慮部3・観
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4）

華山上有明星玉女持玉漿

〈太平御覧＞巻861・飲食部19・漿

5）

西山麓中有栗林藝植以來瀟森繁茂

〈太平御覧〉巻964・果部1・栗

西山麓中有栗林藝植以來藷森繁茂

く初学記＞巻28・栗・華山麓p678

6
）

華山講堂西頭有枇杷園

〈太平御覧＞巻971・果部8・枇杷

華山講堂西頭有枇杷園

〈藝文類聚＞巻87・菓部下・枇杷

7）

華山高巖四合重嶺秀起上有石池北有石鼓父老傳云嘗有聞其鳴者

く藝文類聚＞巻7・山部上・華山

華山高諾四合重嶺秀起

〈初学記＞巻5・華山第5・4合

華山頂有石鼓父老傳云嘗有聞其鳴者

〈初学記＞巻5・華山・石鼓

8
）

此山分秦暦之境否之西鄙則日陰暦秦之東邑則日寧秦

〈史記・巻69・蘇秦列傳・正義＞

9）

此山分秦暦之境鄙晋之西則日陰督秦之東則日寧秦戦國時自高陵以東皆魏之分

く太平簑宇記〉巻29關西道5・華州　p244

10）

宏農郡紹八月曉入華山見童子執五繰嚢盛柏葉露食之

〈太平裏宇記＞巻29關西道5・華州華陰縣・集霞宮　p248

11）

北有石鼓
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〈太平簑宇記＞巻29關西道5・華州華陰縣・石鼓　p248

［郭縁生述征記及華山記］
1
）

山下自華岳廟列柏南行十一里又東廻三里至中祠又西南出五里至南祠南入谷口七里又至一祠

［自注：凡欲昇山者皆祈祷焉］又南一里至天井天井纏容人上可長六丈鯨出井如望空視明如

在室窺窩莫出井東南二里至峻坂斗上又東上百丈崖皆必肇縄挽葛而後行又西南出六里又至一

祠名胡越寺神又行二里便届山頂一ヒ方七里有霰泉二所一名蒲池一名太上泉池北有石鼓嘗聞其

鳴其上有三峯直上晴霧可能観

〈初学記＞巻5・華山第5・叙事
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050702　華山精舎記

1
）

老子枕中記云呉西界有華山・∫以度難父老云山頂北有池L生干葉蓮花服之羽化因日華山長林

森大荒楚蔽日

〈太平御覧＞巻46・地部11・華山
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050703　西岳記

1
）

漢武帝巡省五岳裡祀豊備故立宮其下號日集蜜宮

く初学記＞巻24・宮第3・集蜜

2）

甘雪恵蘇禾黍

く北堂書抄〉巻152・天部4・雪篇18・甘雪　lb
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050704　傅玄華嶽銘序

1
）

易構法象莫大乎天地天以高明崇顯而岳配焉地以廣厚爲基而嶽膿焉若夫太華之爲鎭也五岳列

位而存其首三條分方而慮其中故能参雨儀以比徳協和氣之綱縄故雲行與雨施興雷風以動物是

以古先歴代聖帝明王莫大不播柴加牲尊而祀焉於虞書則西巡狩至干西岳而親祭焉於禮則大司

馬掌其分域而大宗伯典其禮祀也

〈藝文類聚〉巻7山部上・華山
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［0508］広東西

050801　衰彦伯羅浮山記

＊［衰彦伯羅浮記］
1
）

嘗有沙門詣南海太守衰彦伯云當還羅浮山請一小吏提錫鉢衰乃給之小吏既去胱惚不畳有舟車

但聞足下有波浪聲奄忽便至一山見敷道士設食飯皆青色如珠屑食畢以鯨與之錐無甚美殊有香

潤

〈太平簑宇記＞巻160・嶺南道4・博羅縣　　（二）p397下

2）

葛洪字稚川句容人也言焦國人穂含嘗爲廣州乃請洪参廣州軍事洪先行到廣州而舎干此遇害洪還

留廣州乃憩於此山威和初司徒王遵補州主簿轄司徒橡遷諮議参軍干寳薦洪才器宜掌國史當選

大著作洪因固辞不就以年老欲煉丹自衛聞交趾出丹砂乃求勾漏縣於是選焉遂將子姪倶行至廣

州刺史郡岱以丹砂可致請留之洪遂復入此山錬神丹於此山積年忽與岱書云當遠行尋師藥剋期

當去岱疑其異便狼狽往別既至而洪已死時年六十一視其顔色如平生膿亦柔軟學屍入棺甚輕如

空衣然也

〈太平簑宇記＞巻160・嶺南道四・博羅縣　　（二）p397下

＊［衰彦伯羅浮山疏］
1
）

遥望石櫻直上當十鯨里許石櫻之於山頂十分之一耳去縣三十里便見山基至所登慮當百里許山

皆平散極目

〈藝文類聚＞巻7・山部上・羅浮山

〈白孔六帖＞巻5

＊［衰彦伯羅山疏］
1
）

仰望石櫻砂然在雲中

〈太平御覧＞巻176・居慮部4・櫻

2）

善道開戸（斤？）在石室北壁下形膿朽壊止（上？）有白骨在昔在都識此道士聞之使人慨然

其業行殊異當蝉蜆解骨耳石室中先有甑盛香得便掃除僥香

〈太平御覧〉巻759・器物部4・甑　四p3369

博羅縣本漢蕾縣驕南海郡階開皇十年改驕循州二漢縣立名不一自呉以後復爲博羅

羅浮山在縣西北二十八里羅山之西有浮山蓋蓬莱之一阜浮海而至與羅山並艦故日羅浮高三百

六十丈周廻三百二十七里峻天之峰四百三十有二焉事具衰彦伯記［衰彦伯記］

一107一



〈元和郡縣圖志＞巻34・嶺南道1

＊［羅浮山記］
1
）

山有縮淵淵有神輻輻鼻貫銅鎧若有人薇此淵即注雨

く太平御覧＞巻10・天部10・雨上

山有亀淵淵有神輻輻鼻貫銅環若有人穣此淵即樹雨

〈事類賦＞巻3・天部3・（47）件羅浮之神輻・注

2
）

羅羅山也浮浮山也二山合艦謂之羅浮在層城博羅二縣之境有羅水南流注干海奮説羅浮高三千

丈長八百里有七十二石室七十二長漢神湖神禽玉樹朱草相傳云浮山從會稽來今浮山上猶有東

方草木又日鞄静字子玄上蕪人博究仙道爲南海太守書臨民政夜來羅浮山騰空往還

〈太平御覧＞巻41・地部6・羅浮山

羅浮者蓋総稻焉羅羅山也浮浮山也二山合膿謂之羅浮在増城博羅二縣之境奮説羅浮高三千丈

有七十石室七十二長漢神明神禽玉樹朱草

〈藝文類聚＞巻7・山部上・羅浮山

〈白孔六帖＞巻5

山高三千丈長八百里奮説浮山從會稽來博子羅山故稻博羅今羅浮山上濁有東方草木

〈文選＞巻26・謝蜜運・初登石首城・李善注

3
）

牛潭深洞無極北岸有石周園三丈許漁人見牛自水而出盤干此石

〈太平御覧＞巻66・地部31・湖

牛潭深洞無極北岸有石周員三丈討魚人見金牛自水而出盤干此石義興周蜜甫嘗見此牛寝伏石

上労有金錬如索縄焉周甫素鋭勇往掩此牛型断断其錬得二丈許遂以財雄

く太平御覧＞巻472・人事部113・富下

州南十里有牛潭漁人見金牛自水出義熈中縣民張安囁得金錬大如指遂敷十尋尋尋不已俄有物

從水引之掘不能禁以刀断得敷尺安遂致富其後義興周雲甫掩此牛攣断其鍾得二丈遂以財雄

〈太平御覧〉巻811・珍寳部10・金下

4）

羅嶺之南有爆布桂泉四十鯨丈

〈太平御覧＞巻71・地部36・爆布水

5）
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浮山東石櫻下有雨石鼓相之清越所謂神鉦也

く太平御覧＞巻582・樂部20・鼓

山東石櫻下有雨石鼓拍之清越所謂神鉦也

く事類賦＞巻l　l・藥部・（50）羅浮神鉦・注

羅浮山東別有山有雨石鼓拍之清越

〈北堂書　＞巻108・楽部・鼓7・羅浮石鼓　6a

：参考：

言洞庭南口有羅浮山高三千六百丈浮山東石櫻下有雨石鼓叩之清越所謂神鉦也事備羅浮山記

く水経注＞巻29・汚水注　p564楊守敬・中p2441

6）

王方平着遠遊冠五色綬

〈太平御覧＞巻685・服章部2・遠遊冠

7）

有名鑑容器千鯨鮒溢爲爆布

く太平御覧＞巻757・器物部2・鎮

8
）

羅山頂有桂山海縄所謂責隅之桂〔責隅番隅也〕

〈太平御覧〉巻957・木部6・桂

羅浮山頂有桂山海経所謂責隅之桂

〈藝文類聚＞巻89・木部下・桂

9）

木縣正月則花大如芙蓉花落結子方生縣與葉耳子内有綿甚白蚕成則熟南人以爲縄紫

〈太平御覧＞巻960・木部9・木綿

10）

求郁衛外國樹英華紅粉至可愛翫

く太平御覧＞巻961・木部10・求郁衛

ll）

男青條蘂之属莫不朱色尤易植立折挿土中因便開榮

〈太平御覧＞巻961・木部10・男青

12）

印竹本出耶山張審西至大夏所見也而此山左右時有之郷老多以爲杖
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〈太平御覧＞巻963・竹部2・節竹

耳」竹本出耳］山張篶西至大夏所見也而此山左右時有之郷老多以爲杖

〈初学記〉巻28・竹第18・叙事

13）

繧寧縣元亀淵中出菱甚爲甘旨

〈太平御覧〉巻975・果部12・菱 四p4321

14）

又有男青似女青

〈太平御覧＞巻993・藥部10・女青

15）

宣山中菖蒲一寸二十節堅芥之極

〈太平御覧＞巻999・百卉部6・菖蒲

羅浮山中菖蒲一寸二十節

〈藝文類聚＞巻81・藥香草部上・菖蒲

16）

木橦一名赤橦華甚丹四時敷榮

く藝文類聚＞巻89・木部下・木僅
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050802　竺法眞登羅山疏

1
）

増城縣有石溝深廣三丈有爾爆布皆同注此溝相傳云是仙人流杯池水

〈太平御覧〉巻71・地部36・爆布水

2
）

増成縣南有烈清洲洲南又有牛潭漁人見金牛常水出盤石上義熈中縣民張安釣此潭於石上騒得

金錬大如指長敷十尋尋不已俄有物從水中引之力不能禁以刀研断唯得敷尺遂致大富後義興周

霊分亦好釣嘗見此牛寝伏石上労有金鎖往掩之得二丈許遂以財雄爲南江都尉

く太平御覧＞巻900・獣部12・牛下→050801［羅浮山記］の3）に重複収録）

3
）

山上有神湖湖中有白鴨

〈太平御覧＞巻919・羽族部6・鴨

4）

越王鳥状似鳶口句末可受二升許南人以爲酒器珠於文螺不陵地不飲江湖暖百草木餌轟魚唯口敢

木葉糞似董陸香山人遇之既以爲香又治雑瘡

〈太平御覧＞巻928・羽族部15・衆鳥

5）

五距離鳥足有重距其音先顧或謂之先顧鳥似孔雀背連銭文

く太平御覧＞巻928・羽族部15・衆鳥

6）

金花轟大如斑猫形色文采如金是鍛驕得之養翫彌日

〈太平御覧＞巻949・轟雰部6・金花

7）

嶺南道無筋竹唯羅山有之其大尺園細者色黄金堅貞疎節

〈太平御覧＞巻963・竹部・筋竹

又有筋竹色如黄金

〈齊民要術＞巻10・竹

8
）

蕩支冬青夏至日子始赤六七日可食甘酸宜人其細核者謂之焦核蕩支之最称也

〈太平御覧＞巻971・果部8・蕩支
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9）

越王躊董陸香

く太平御覧〉巻98い香部1・香

10）

栴檀出外國元嘉末曾城有人於山見一大樹員蔭敷畝三丈鯨園辛芳酷烈其問枯條敷尺授而刃之

乃白旋檀

く太平御覧＞巻982・香部2・施1檀

11）

沈香葉似冬青樹形崇疎其木枯折外皮朽燗内乃香山難有此樹而非香所出新會高涼土人研之輕

年内燗盤心則爲沈香出北景縣樹極高大土人伐之累年漬外皮消墨乃割心得香

く太平御覧＞巻982・香部2・沈香

12）

山濱榔一名綱子幹似薦葉類柞一叢千鯨幹幹生十房房底敷百子四月采

く齊民要術＞巻十・緬子

山横榔一名緬子幹似薦葉類柞一薬十鯨幹毎幹生十房房底敷百子四月采樹似併［音井］欄生

日南者與濱榔同状五月子熟長寸鯨

く太平御覧＞巻971・果部8・横榔

＊［竺法眞登羅浮山記］
1
）

山中有純白鵬鵡

く太平御覧〉巻924・羽族部11・白鵬鵡

＊［竺法眞登羅浮山疏］
1
）

羅浮山有沙業華黄實赤味甘如李

く太平御覧＞巻972・果部9・沙裳作
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050803　徐道覆羅浮山記

1
）

山在増城博羅二縣之界仙客羽人是焉遊幸有七八十二長漢山上有洞中有白鷲羅山有浮山西南

合於博羅山是薙境（あるいは以下は別資料か？）奮云浮山從會稽流來今浮山上猶有東方草

木又有翁翠五距越王山難又有珊瑠山山下有池池中出琉瑠因以名之又有石櫻峨峨瀞然在雲中

一日石棲峯

く太平簑宇記〉巻160嶺南道4・博羅縣　（二）p397下
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050804　廣州山川記

1
）

白塔水庚水得水三水上源出龍川経増城而流入海

く太平簑宇記＞巻157嶺南道1・増城縣・山水 （二）P379
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［0509］四川雲南

050902　巴南山川記

1
）

有石蒜石葱

〈太平御覧＞巻977・菜茄部2
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［0510］江西

051001　盧山略記…集逸部分のみ収録

1
）

山在江州溝陽南

く文選〉巻12・江賦・李善注

く文選＞巻26・謝蜜運〈初爽石首城＞・六臣注

山在江州尋陽郡左挾彰澤右傍通川有匡俗先生出自股周之際遜世隠時潜居其下或云匡俗受道

於仙人而共遊其嶺遂託室崖紬即巖成館故時人謂爲神仙之盧而命焉

く世説新語〉・規箴第十・24・注

2）

股周之際匡俗先生受道仙人共遊此山時人謂其所止爲神仙之盧因以名山臭

〈水経注＞巻39・盧江水注　p743

山海輕日盧江天子都有匡俗先生者出自段周之際隠遁避世潜居其下或云俗受道於仙人而共遊

其嶺遂託室懸紬即巌成館故時人謂其所止爲神仙之盧西南有石門似蔓關壁立千除初而爆布流

焉［遠法師盧山記］

く太平御覧〉巻41・地部6・盧山

3）

天將雨水氣如車馬此郡龍甘所吐也

〈北堂書　＞巻151天部2・雨篇17・盧山氣如馬

山東南有香鐘山孤峯秀起遊氣篭其上即簗纏若煙氣

く文選〉巻22・詩遊覧・江文通從冠軍建平王登盧山香鐘峯・六臣注

東南有香嘘山孤峯秀起遊氣籠其上則雰颪如姻［遠法師盧山記］

〈藝文類聚＞巻7山部上・盧山

〈白孔六帖＞巻5
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051002　遠法師遊山記［法師遊山記］

1
）

自託此山二十三載再践石門四遊南嶺東望香鐘峯北眺九江傳聞有石井方湖中有赤鱗踊出野人

不能叙直歎其奇妙而已臭

く世説新語＞・規箴第10・24・注

（注）箋疏校、〈四＞、唐本作く西＞。

　　　箋疏校、〈踊＞、唐本作く涌＞。

2）

自託此山二十二載凡再詣石門四遊南嶺東望香燧秀絶衆形北眺九流神覧視四巌之内猶観之掌

焉傳聞有石井方湖足所未践［遠法師遊山記］

〈太平御覧〉巻41・地部6・盧山
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051003　周景式鷹山記

1
）

登盧山望九江以観禺之跡其蔽峯乎東南隠諸嶺不得駐囑自盧山人迩所盟週望無後出此者毎雨

其下成澄而上猶咬日

〈太平御覧＞巻41・地部6・盧山

登盧山望九江以観禺之跡其薙峯乎東南隠諸嶺不得麟囑自盧山人遊所暫廻望庭無復出此者又

甚高峻毎雨其下成濠而上猶咬日峯頭有大盤石可坐敷百人

〈藝文類聚＞巻7・山部上・盧山

〈白孔六帖〉巻5

2）

山頂有一窮湖湖足赤貞尾鯉髪皆傷剥而又有一故編槽崇山峻遠非舟揖所游量深谷爲陵而此物不

與丘堅同遷乎

く太平御覧＞巻66・地部31・湖

：参考：顧微廣州記日盧山上有一湖至甲戌日輯聞山有鼓角声：上記に続けて

山頂有一窮極湖湖足赤貞鯉蓄皆傷剥而又有一故編槽崇山峻遠非舟揖所游量深谷爲陵而此物不

與之而遷乎

〈初学記＞巻7・湖第1・槙鯉

3）

山西有龍泉精舎初遠法師遣諸道人行卜地息此而渇法師因以杖掘地即泉出天早法師令道人讃

海龍王経泉中有物如馳而出角騰空中去須奥而雨

〈太平御覧＞巻70・地部35・泉水

4）

泉在黄龍南敷里即爆布水也土人謂之泉潮其水出山腹桂流三四百丈飛滞於林峯表出望之若懸

索注水慮石悉成井其深不測也

〈太平御覧＞巻71・地部36・爆布水

白水在黄龍南即爆布也水出山腹桂流三四百丈飛滞林表望若懸素注慮悉成巨井其深不測［其

水入江淵：楊守敬はここまで入れる］［盧山記］

く水経注＞巻39・鷹江水注　p745

5）

柴桑彰澤之郊古三苗國蕾盧江地

〈太平御覧＞巻170・州郡部16・江州
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柴桑彰澤之郊古三苗國奮盧江地

〈太平簑宇記〉巻111江南西道9・江州　p82

6）

山有康皇廟廟有銅馬一枚道士丁玄眞取榔置澗中経宿復還丁乃費與遠村人買者墨病即送還悉

愈

〈太平御覧＞巻828・資産部8・費買

7）

有娼事康王廟林中有一虎祠祭輯以除肉及骨與之有人悪畏之娼使避之人去復來

〈太平御覧＞巻892・獣部4・虎下

8
）

白水南行十鯨里有鶏山傍有大山疎〔自注：立上〕有石鶏冠距如生道士李鎭於此下住常寳玩

之鶏一旦忽擢殿鎭告人日鶏卒如此吾其終乎因與親知訣別後月除果卒似知命云

〈太平御覧＞巻918・羽族部5・鶏

9）

安侯世高者安息國太子與友人共出家學道友人好志怒死受蟻報爲此宮亭廟神世高於廣州爲人

所殺還生安息國復爲王子年二十又棄國入呉之宮亭泊肛過呼友人與語友人身長敷十丈見世高

向之胡語寛各分去暮有一少年上世高航脆受呪願囚忽不見世高語同肛人日向少年即此廟神也

得離悪形臭蟻既見世高從山南過死山北今棄柴民所居地里是也

〈太平御覧＞巻934・鱗介部6・蛇下

安侯世高者安息國太子與友人共出家學道友人患怒死受蜂報爲此宮亭湖神世高於廣州爲人所

殺還生安息國復爲王子年二十奔國入呉未之宮亭泊船呼友人與語友人身長敷十丈見世高向之

胡語寛各分去暮有一少年上世高船脆受呪願因忽不見世高語同船人日向少年即此廟神也得離

悪形突癖既見世高從山南過死山北今柴桑民所居馳里是也

〈藝文類聚＞巻96・鱗介部上・蛇

10）

石門巖即松林也南臨石門澗澗中仰視之離離駐塵尾號爲塵尾松西嶺異然如馬護又葉五粒者名

五粒松服之長生

く太平御覧〉巻953・木部2・松

石門北巖即松林也有敷百株松大皆連撲長近二十丈損生絶崖上南臨石門澗澗中仰視之離離如

駐塵尾於尋陽望聚見之分明
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〈初学記＞巻28・木部・松第13・塵尾

石門北巖即松林也南臨石門澗澗中仰視之離離騨塵尾號塵尾松

〈藝文類聚〉巻88・木部上・松

ll）

康皇渓道士種松及筋竹竿

く太平御覧＞巻963・竹部2・筋竹

12）

山果有益智葡萄

く太平御覧＞巻972・果部9・益智

山菓有益智蒲萄

〈藝文類聚＞巻87・菓部下・益智

13）

石門峯石間多龍髪草

〈太平御覧＞巻994・百卉部1・龍髪

14）

主簿山在胡郎廟南敷里山下有温泉穴口周園一丈許涌出如湯沸冬夏恒熱

〈初学記＞巻7・驕山湯第3・如湯

主簿山在胡郎廟南敷里山下有温泉穴口周園一丈許涌出如湯沸冬夏恒熱

〈北堂書紗〉巻158・地部2・穴篇13・　16b

15）

香鎗峯頭有大磐石可坐敷百人垂生山石榴三月中作花色似石榴而小淡紅敷紫薯緯嘩可愛

〈初学記＞巻28・石榴第11

香櫨峯頭有大盤石可坐敷百人石垂生山石榴三月中作花色似石榴而小淡紅敷紫薯輝嘩可愛［盧

山記コ

〈太平御覧＞巻970・果部7・石榴

香憧峯頭有大磐石可坐敷百人垂生山石榴二月中作花色如石榴而小淡紅敷紫蓼樺樺可愛

〈齊民要術〉巻4・安石榴第41・自注
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16）

匡俗周威王時生而神蜜盧於此山世構盧君故山取號焉

く藝文類聚＞巻7・山部下・盧山

〈白孔六帖＞巻5

（注）r威」、r太平御覧」巻41引r張僧鑑尋陽記」作r武」

匡俗出於周威王時生而神蜜隠倫潜盧於此山俗構盧君故山取號焉［盧山記］

〈初学記＞巻8州郡部・江南道第10・盧山

盧山匡俗字子孝本東里子出周武王時生而神霰屡逃徴聰盧於此山時人敬事之俗後仙化空羅猶

存弟子観室悲哀巽之旦暮事同烏號世構盧君故山取號焉［周景式］

〈水経注＞巻39・盧江水注

17）

石門山在康皇東北八十除里是一山之大谷有澗水亦名石門澗吐源竣遠爲衆泉之宗毎夏森秋漂

韓石登樹聲動敷十里

〈藝文類聚＞巻8・山部下・石門山

18）

石門是一大谷谷中有脩林萬頃偉木千尋日月之光筆照焉

〈藝文類聚＞巻9・水部下・澗

19）

若風輕寛山有聲若雷不十日便験土人常以爲候

〈北堂書紗＞巻151・天部2・風篇16・寛山有聲
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051004　張野盧山記

1
）

有白雲冠帯峯巌呼爲山帯

〈太平御覧〉巻8・天部・雲

2）

盧山天將雨則有白雲或冠峯巌或亘中嶺俗謂之山帯不出三日必雨

〈太平御覧＞巻41・地部6・盧山

盧山天將雨則有白雲或冠峯巌或亘中嶺俗謂之山帯不出三日必雨

〈藝文類聚〉巻7・山部下・盧山

く白孔六帖＞巻5

：参考：

［張野遠法師銘］

〈世説新語＞文学第4・61・注
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051005　劉遺民盧山記

1
）

有此白氣也

〈北堂書紗＞巻151・天部2・氣篇8・白氣暎嶺下　lb

：参考：

［盧山精舎誓文］

維歳在撮提格七月戊辰朔二十八日乙未法師繹慧遠貞感幽奥霜懐特登乃延命同志息心貞信之

士百二十三人集干盧山之陰般若雲壷精舎阿彌陀像前率以香華敬薦而誓焉推斯一會之衆夫縁

化之理既明則三世之傳顯臭遷感之敷既符則善悪之報必臭推交腎之潜倫悟無常之期切審三報

之相催知険趣之難抜此其同志諸賢所以夕’陽宵勤仰思仮濟者也蓋神者可以感渉而不可以述求

必感之有物則幽路腿尺筍求之無主則砂荘何津今幸以不謀而愈心西境叩篇開信亮情天嚢乃機

象通干寝夢欣歓百干子來干是霊圖表暉景侯神造功由理譜事非人運薙實天啓発其誠冥運來葦

者臭可剋：心重精畳思以凝其慮哉

然其景績参差功徳不一錐農祈云同夕蹄仮隔即我師友乃春良可悲臭

是以慨焉得命整襟法堂等施一心亭懐幽極誓薙同人倶遊絶域其有驚出絶倫首登神界則無濁善

干雲嬌望兼全干幽谷先進之與後升勉思彙征之道然復妙観大儀啓心貞照識以悟新形由化革籍

扶容干中流蔭壇何以永言標雲衣干八極汎香風以窮年膿忘安而彌穆心超樂以自恰臨三塗而緬

謝傲天宮而長群紹衆霊以縫軌指太息以爲期究薙道也量不弘哉

〈大蔵経＞螢9…全晋文による
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051006　王彪之盧山記

1
）

若乃瓢級高崖這遊峻峯箕風吐穴而蓬勃量雲出畑而欝翁

〈北堂書紗＞巻158地部2・穴篇1325b

1参考1

＊［王彪之・盧山賦序］
1
）

盧山彰澤之山也雄非五嶽之敷窒薩嵯峨實峻極之名山也

〈水経注＞巻39・盧江水注　p742

＊［王彪之・賦コ
1
）

於是乎統一腱而詠之

く文選＞巻46・王文憲集序・李善注

＊［王彪之・遊仙詩］
1
）

遠遊絶塵霧輕畢観槍漠蓬莱陰倒景嵐需量曾城並以山臨水而影倒謂之倒景

〈文選＞巻22・謝蜜運・從游京口北固慮詔・李善注
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051007　鷹lh言己

1
）

山高二千三百六十丈周廻二千五十里東南三十一二里

く太平御覧〉巻41・地部6・盧山

2）

盧山之西嶺有甘水曾有一施從山頂流下后人號施下漢

く北堂書紗＞巻138・梅・甘水流施6a

3）

有雲冠帯答巖

く北堂書　＞巻150・天部2・雲7・冠巖　14a

4）

盧山在龍崩

く北堂書　＞巻157・地部・嵩篇4・龍崩　7b

5）

山中藥多人参

〈太平御覧＞巻991・藥部8・人参

6）

石門山石間多生石角斗

〈太平御覧＞巻992・藥部9・石解

7）

山有三石梁廣不盈尺傭跨者然無底呉孟將弟子過此梁見老翁坐桂樹下以玉盃承甘露與孟

〈藝文類聚＞巻89・木部下・桂

参考

［尋陽記］

盧山上山有三石梁長敷十丈廣不盈尺杳然無底呉孟將弟子登山過此梁見一翁坐桂樹下以玉杯

承甘露漿與孟

く太平御覧＞巻957・木部6・桂

：参考：

［鷹山南嶺精舎記］
1
）

北面大嶺封鼓山峯東接黄龍山山下有洞穴世傳有黄龍出焉西連鶏栖山

〈北堂書紗＞巻158・地部2・穴篇1316b
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051008　伏酒遊盧山序

1）

盧山者江陽之名嶽其大形也背眠流面彰蚤幡根所擦亘敷百里重嶺桀璋仰挿雲日1顧敢川湖之流

焉

〈藝文類聚＞巻7山部上・盧山

〈白孔六帖＞巻5
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051011　幕阜山記

1
）

山有石壁刻銘上言禺治水登此山高於平地一千八百丈周五百里二十四氣福徳之郷洪水之災居

其上可以度世又有列仙之寳壇場在其側労有竹雨本脩翠猜然随風掃梯其上有池水正澄潔時二

魚游泳其中有葛仙翁煉丹井藥臼尚存山無稼草惟杞與芳菖之驕有石如丹殊絶頂有石田敷十畝

遷渠隠然非人カ所能爲有僧園日長慶有宮日玉清鳥道断絶不可登覧左黄龍右鳳鳳皆在山麓也

〈太平簑宇記＞巻113江南西道11・平江縣・幕阜山　　（二）p102上
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051012　令狐見尭玉笥山記

［玉笥山記］
1
）

漢武好仙察衆山之跡知此山爲蜜感之司遂於山頂致降眞壇日夕祈祷天乃降白玉笥置壇上武帝

遣使取至其壇側瓢風大振巻玉笥而去因封爲玉笥山

又漢武時邑民伐材於山爲癬館闘殿中梁一條邑民相謂日欲精仙館在其梁棟未可以凡木爲之経

敷旬未獲忽一夜震雷風烈天降白玉梁一條光彩螢目至今下有玉梁観

至魏武時遣人取之至其山門亭午之際雷霊大震化爲白龍撃煙霧而去

晋永嘉中有人見有都木巖下梁黄門侍郎瀟子雲幸來棲上兼撰立館碑脛五載忽有一人來謂之日

館之東北有洞日都木坑水自東注可以久居臭子雲遂徒家居之後全家隠洞中不知所之

大暦初有道士謝修通者宜春人也此山不出凡四十年如野人後遇一人引入漢源於漢中得一碑長

三尺乃瀟侍郎清虚之館碑更行行半里見宅基古碑瓦石皆異遂結庵居之長慶初入都木坑偶見一

宅重扉須輿有一青衣童子招修通入見一人紫綬義冠堀劔立堂之左一人碧綬素簡立堂之右童子

日左者粛君右者梅君即梅福也通乃叩頭再拝求住修通好食小棘二君子日子乃輩腱之人安能住

此賜修通嘉禾五穂松葉半斤令頓服之服之中半二君乃令蹄精神似不足眼目錐目十門人相謂日師

修行不出凡七十年爲邪氣所鼠大道何昧乎通至寳暦初夢人告日造一精舎待君既唐日旦日我當

死臭七日而卒門人求備棺襯空見衣冠而已然年九十八

〈太平御覧＞巻41地部6・玉笥山

一128一



［0550］四漬海湖

055001　四海圖

1
）

交廣南有叩州其慮極熱

〈文選＞巻15・張衡思玄賦・注・衡日
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055002　陸繧海賦圖

1
）

馬街其状馬首一角而龍形

〈文選＞巻12・海賦・〈馬街＞注・善日
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055006　河洛記

1
）

諺云伊洛紡鯉天下最美洛口黄魚天下不如

〈太平御覧＞巻936・鱗介部8・鯉魚

2）

洛陽北山謂之郎山其上無大樹大業都城之北嶺上有古樗樹不知其來早晩婆裟周廻四五畝已來

在伊閾正南相當越公等將建都城之日捜此樹以爲南北定准嫌樗木名悪號婆裟羅樹臭

〈太平御覧＞巻959・木部8・樗
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055007　九江圖

＊［張須九江圖］
1
）

九江参差随水勢而分其間有洲或長或短百里至五十里始別鄙陵終會江ロー云鳥江二云白蛙江

三云鳥土江四云嘉靡江五云田川江六云里江七云菌洲江八云沙堤江九云庫江［張須九江圖］

〈通典＞巻182州郡典12・江州

一云三里江二云五州江三云嘉靡江四云鳥土江五云白蛙江六云白鳥江七云菌江八云沙堤江九

云庫江参差随水勢長短或百里或五十里始干都陵終干江口會干桑落洲［張須元縁江圖］

〈経典釈文＞巻第3・尚書音義上・禺貢・九江

〈尚書注疏巻第6・禺貢第1・九江＞

〈資治通鑑・胡三省注＞劉宋泰始二年条：作［張須元九江圖］

＊［張漬九江圖］
1
）

又張漬九江圖所載有三里五賦烏土白蛙九江之名不同

〈史記＞夏本紀・索隠p61

＊［九江圖輕］
1
）

甘泉水在縣南甘泉騨之南其水味甘飲詑猶有鯨香因以名焉其山即日甘泉山

按州圖経云昔山頂有船施從頂沿流而下土人亦名爲施下渓桓伊爲江州刺史常遣左右賓根尋山

之奥翼観非常乃至一慮見有大湖湖側有敗船當時聞有梅流下甚疑惑後聞有船方験

く太平御覧＞巻65・地部30・甘泉水

＊［九江記］
1
）

馬當山高八十丈周廻四里在古彰澤縣北一百二十里其山構枕大江山象馬形廻風急撃波浪涌沸

舟虹上下多懐憂恐山際立馬當山廟以祠之

〈太平御覧〉巻48・地部13・馬當山

2）

彰贔湖在尋陽縣東南與都昌縣分界湖心有大孤山案郡國志彰轟湖周廻四百五十里内有石高敷

十丈大禺刻其石以記功焉又有乞鳥随船行舟人郷搏飯接之高下不失一粒今此、鳥沿江霞廟多有

不猫在彰轟湖爾

〈太平御覧＞巻66・地部31・湖

＊［九江録］
1
）

庚亮在武昌諸佐吏股浩等乗秋夜佳景共登南櫻俄而不畳亮至衆將避之公日老子於此不淺便坐

談詠至今名庚公櫻
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〈太平御覧＞巻176・居慮部4・櫻
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055008　庚仲雍江記

1）若城至武城口三十里者也南封郭口夏浦而不常涯奥東得苦菜夏浦浦東有苦菜夏（疏r夏」

作r山」）江浬其北故浦有苦菜之名焉山上有菜苦可食江水左得廣武口江浦也江之右岸有李姥

浦浦中偏無蚊蜻之患臭北封俘峰洲冠軍將軍劉毅破桓玄於此洲玄乃挾天子西走江陵臭

く水輕注＞巻35江水注　p661守敬下p2903

2）

谷里衰口江津南入歴奨山上下三百里通新新興馬頭二治簗口之北有湾昔孫権装大船名之日長

安亦日大舶載坐直之士三千人與群臣涯舟江津厨値風起灌欲西取藍洲谷利不從乃抜刀急止令

取奨口薄舶船至岸而敗故名其慮爲敗舶湾因墾奨山爲路以上人即名其慮爲呉造蜆在奨口上一

里今豚虎尚存

〈水経注＞巻35江水注　p662　守敬下p2910

＊［江記］
1
）

江中有驚洲長三里與蕪湖洲相接

く初学記＞巻8・江南道第10・驚洲

＊［庚仲雍江圖］
1
）

姑熟至直涜十里東通丹陽湖南有銅山一名九井山山有九井井與江通

く文選＞巻22・股仲文・南州桓公九井詩・李善注

2）

藍洲至焚口二十里伍子得初所渡慮也焚口至武昌十里然此藍洲在下非子胃所渡慮也

〈文選〉巻27・飽明遠・還都道中詩・李善注
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055009　尋江源記

1
）

梁山東西敷千里望之若長雲垂天劔閣銘日巖巖梁山積石峨峨

〈太平御覧＞巻167州郡部13・萬州

2）

景穴有嘉魚其味甚美景穴在梁山縣栢枝山

〈太平御覧＞巻167州郡部13・萬州

景穴有嘉魚其味甚美景穴出柏枝即此山是也

〈太平賓宇記＞巻149山南東道8・梁山縣・柏枝山 （二）P328

＊［尋江記］
1
）

弾屠巴弛於洞庭其骨若陵故日巴陵

〈太平御覧＞巻171・州郡部17・岳州

＊［江源記コ
1
）

南浦郡高梁山尾東跨江西首劔閣東西敷千里山嶺長峻其峯崔鬼於蜀市望之若長雲垂天一日行

之乃極其頂傭視衆山混若平原劔閣銘可謂岩梁山積石峨峨即述此也

く太平御覧〉巻44・地部9・高梁山

高梁山尾東跨江西首剣閣東西敷千里山嶺長峻其峯崔鬼於蜀市望之若長雲垂天一日行之方極

其頂傭視衆山低若平原創閣銘所謂巖巖梁山積石峨蛾即述此山也

〈太平簑宇記＞巻149山南東道8・南浦縣　（二）p325

2）

楚群所謂巫山之陽高丘之阻高丘蓋高都山也

く太平御覧＞巻49・地部14・高都山

楚群所謂巫山之陽高郎之阻高郎蓋高都山也

〈太平簑宇記＞巻148山南東道7・巫山縣・高山都 （二）P320

3）

平康縣有羊腸嶺大江登源之所

く太平御覧＞巻166・州郡部12・松州

4）

商旅於此取石至都輸造石渚因名采石

〈太平簑宇記＞巻105江南西道3・當塗縣・牛渚山 （二）P35
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5）

姑浦口南岸立津關識行旅

〈太平簑宇記〉巻105江南西道3・當塗縣・姑敦漢 （二）P36

一136一



055010　庚仲雍漢水記

1
）

漢水出廣漢濃水出幡家東流至武都而與漢水合汚水出武都沮縣亦與漢水相合

〈初学記＞巻7・地部下・漢水第二・叙事

2）

武當縣西四十里漢水中有洲名槍浪也

く史記＞巻2夏本紀・索隠　p72

＊［漢水記］
1
）

漢水有泉方員敷十歩夏常沸涌望見白氣衝天能差百病常有敷百人飲浴之

〈太平御覧＞巻70・地部35・泉水

漢水有温泉方圓敷十歩冬夏常沸涌望見白氣衝天能差百病

〈藝文類聚＞巻九・水部下・泉　pl66

2
）

有女郎播衣砧也

く太平御覧＞巻762・器物部7・堪〔自注：與砧同］

3）

金水郡領金岡縣本金城郡後魏改之

く初学記＞巻8・州郡部・山南道第7・金水

4）

自漢口入二百里得泪口有村入三百里得鄭城楚邑也

く初学記＞巻8・州郡部・潅南道・楚邑

5
）

西縣有白馬山

く太平簑宇記＞巻133山南西道1・西縣・白馬山 （二）P228

6
）

黄土縣鶏鳴山北十五里有聖公館即後漢光武起義兵屯此

〈太平簑宇記＞巻141山南西道9・洵陽縣・聖公館　　（二）p272

　参考：
1
）

縣（武當縣）西北四十里漢水中有洲名槍浪洲庚仲雍漢水記謂之千齢洲非也

く水経注＞巻28・汚水注　p543　守敬下p2351
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2）？

漢水自武遂川南入蔓葛谷越野牛逞至關城合西漢水（庚仲雍）

〈水経注＞巻20・濠水注　p386　守敬中p1680
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055011　准地記

1
）

按古嶽漬経云禺治水止桐柏山乃獲潅渦水神（自注：名日無支）祁善慮封言語　准之淺深源

之遠近形若猫猴縮鼻高額青躯白首金目雪牙頚伸百尺力逮九象禺授之庚申遂頚鎖大鐵鼻穿金

鈴從准之陰鎖騙山之足潅水乃安流注干海

〈太平御覧＞巻882・神鬼部2・神下
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055012　虞仲翔川漬記

1
）

太湖東通常州瀬江水南通鳥程書漢水西通義興荊漢水北通督陵滞湖東連嘉興非一漢水凡五通

謂之五湖

〈太平簑宇記＞巻94江南東道6・鳥程縣・具踵薮　　（一）p708
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055013　洞庭記

1
）

此洲之間嘗苦鮫患者昔荊有飲飛者將太阿渡江江神奪之爾鮫來船歓飛入水斬蚊而出波焉今廟

在洲上

〈太平實宇記＞巻94江南東道6・鳥程縣・具囲薮　（一）p708

揚子洲此洲之問常苦絞患者昔荊倣飛將大附渡江鮫來船飛入水斬妓而去今廟在洲上

く岳陽風土記＞

一141。



055014　張又新煎茶水記

D
陸鴻漸言無錫縣恵山寺石泉水第二［張又新煎茶記］

〈太平簑宇記＞巻92江南東道4・無錫・恵山寺
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051019　古嶽演経

1
）

禺治水三至桐栢山乃獲潅渦水神名日無支祁喜慮封言語　江准之淺深原隠之遠近形若禰猴縮

鼻高額青躯白首金目雪牙頭伸百尺力喩九象搏撃騰踵疾奔輕利若條忽間人視之不可久禺授之

童律童律不能制授之鳥木田烏木田不能制授之庚辰庚辰能制鶏脾栢木魅水霊火妖石怪奔號叢

繍以千敷庚辰以戟逐去遂頚鎖大策鼻穿金鈴徒准酒陰鎖縮山之足准水之安流注於海後唐永泰

初年□湯任楚州刺史時有漁人夜釣於亀山之下其鈎爲物所制不復出漁者健水沈没於底可五十

丈見大鐵鎖盤縮山足尋不知極漁人遂告湯湯命漁人及能水者敷十人獲其鎖力不能制加以大牛

五十頭鎖乃振動稽就岸時天無風驚波浪謙観者大骸縁之鎖末見一獣状如青猿白首長盤雪牙金

爪闇然出岸高五丈許樽躍起伏若禰猴但繭目不能視兀若昏酔耳目口鼻水流如泉誕沫脛稼不可

近久乃引頚伸欠讐眸忽開光彩若電顧視人輯欲狂怒観者奔走獣亦徐徐引鎖捜牛没於水去時楚

多名士與湯相顧愕然不知其由獣寛不復見酒來漁者時知鎖所在

〈太平簑宇記＞巻16河南道16・臨准縣・准渦神　　（一）pl41
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055020　謹子和海蟷志

1）二月五月八月有潮上二禺峡逐浪返五羊一宿而至故日中宿峡

〈太平簑宇記＞巻157嶺南道1・広州・清遠県・中宿峡
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書名索引

凡例：

一　配列は漢字の筆画順とし、r新字源」の配列によった。

一　書名の後のゴチックの数字は、整理番号である。

一　本書における掲載ぺ一ジを（）で示した。

［二画］

九江記　→　九江圖　055007
九江圖　055007……一……一……一一一一””””””

九江圖経　→　九江圖　055007

九江録　→　九江圖　055007
九疑山記　050607’””””騨”暉一”””輯一『””””””一

九喫山記　050705””一”－－”’””””一”””一””””

（42）（132）

（28）

（32）

［三画］

三晋記　→　三瞥山険記　050106

三督山険記　050106 （16）　（72）

山川記　→　永初山川古今記　050007

山記　→　武當山記　050606
山居圖　050005一一一一一一一一一…一一一一一一一一……　（12）（64）

川漬記　→　虞仲翔川漬記　055012

［四画］

中岳頴川志 050303一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一（21）

五岳山名圖　→　五岳眞形圖　050001
五岳眞形圖　050001””””””－”一””一”””””－－　（10）（53）

五岳眞形圖経→　五岳眞形圖　050001

五岳圖　→　五岳眞形圖　050001

五岳圖序　→　五岳眞形圖　050001

五嶽諸山記　→　元結五嶽諸山記　050008

元結五嶽諸山記　050008……”－一－一””””一’”””　（14）

太山記　→　泰山記　050201

太山郡記　→　泰山記　050201
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天台記　→　徐蜜符天台山記　050501

天台山記　→　徐霰符天台山記　050501

巴南山川記　050902””””””－””一”’”一””””一’（35）（115）

水飾圖　→　杜寳水飾圖　055015

王嘉名山記　050006一一一一…一…一”””一””””””’（12）

王屋山記　050105一…一……………一…一……一一一（16）

王殉虎丘記　→　虎丘山記　050401

王方慶九喫山記　→　九曝山記　050705

王彪之盧山記　051006　……””””””””””””’（38）（124）

王彪之盧山賦序　→　王彪之盧山記　051006

［五画］

仙人採芝圖　050003…一一…一…一…一一一……一…（11）（58）

句将山記　050608………………一辱閣”””一””””（28）（97）

古嶽漬経　055019一一…一”一”””“一一””””－”””（47）（143）

四海百川水源記　→　澤道安四海百川水源記　055016

四海圖　055001一…………一…一……………一一　（41）（12g）

永初山川古今記　050007…一…””””””需””辱”一 （13）（65）

玉笥山記　051012””一””””－”””曹””””’”””　（40）（128）

［六画］

伏酒遊盧山序　051008”－－””””””””一””””…（39）（126）

吐蕃黄河録　→　賞耽吐蕃黄河録　055017

名山記　→　王嘉名山記　050006

名山記　→　名山略記　050002

名山記　→　謝蜜運遊名山志　050004
名山略記　050002””””””””””’””””””’”　（10）（55）

江記　→　庚仲雍江記　055008

江源記　→　尋江源記　055009

江圖　→　九江圖　055007
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羊頭山記　050103一…一一一…一一…一一一一…一一一…一（15）（69）

西岳記　050703一一”””一”－一”””’”－”一””“”一”　（31）（105）

［七画］

刷水経　→ 李吉甫剛水経　055018

呉興山嘘名　050506－””””甲”””””一””””””’（24）（86）

宋永初山川記　→

宋永初古今山川記

永初山川古今記　050007
→　永初山川古今記　050007

杜寳水飾圖　055015…”’””“’”一””一一””””””（46）

李氏宜都山川記　050612一一…””””””『一一”一””’（30）

李吉甫剛水経　055018一一一…一一…”一一’”一”””’　（47）

李居一王屋山記　→　王屋山記　050105

邪子働龍山記　050104一’一””””””””一一”’一”…　　（16）（71）

［八画］

竺法眞登羅山疏　050802…一…””””””層’”一””　（33）（111）

竺法眞登羅浮山記　→　竺法眞登羅山疏　050802

竺法眞登羅浮山疏　→　竺法眞登羅山疏　050802

周景式盧山記　051003一””””’”””’－“層””噌一”…（37）（118）

宜都山川記

宜都山川記

→　李氏宜都山川記　050612

→　衰山松宜都山川記　050611

宗淵麓山記　050610”…””””’”””一一”””一”’”

宗敬微盧山記　051010一一…一…一……”一””一””’薗

（29）　（99〉

（39）

武夷諸山記　050503”一””””””””－一一””一一”””

武當山記　050606一’一…”’一””””’””””””””

（23）

（27）　（96）

河洛記　055006…一”””””一””ロ””””一”一－””　（42）（131）

法師遊山記　→　遠法師遊山記　051002

虎丘山序

虎丘山記

→　顧榿之虎丘山序　050402
050401一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一（22）（81）
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虎丘山疏　→　虎丘山記　050401

虎丘山銘　→　虎丘山記　050401

青城山記　050901””””””””””－”””””一””　（35）

［九画］

神壌記　050107””””””””””需”甲”””””””　（17）

南岳記　→　徐蜜期南岳記　050601

南岳記　→　傅先生南岳記　050602
南嶽小録　050605”一一胃”””””’””一”””’”””“（27）

南嶽記　→　徐蜜期南嶽記　050601

封禅儀記　→　馬第伯封禅儀記　050202

恒山記　050101…………一……一一一……一……（15）（67）

恒山圖経　050102　…一…一…一一一…一…………一（15）（68）

海潮賦圖　055003”””’””’””””甲”一”“－”’””　（41）

海賦圖　055002……一…”””””冒”’””””””“　（41）（130）

海濤志　→　賓叔蒙海濤志　055004

泉山記　050504…一一一一”－”””’”’”””””””　（24）（84）

洞庭記　055013…一……一…一…一哺一”””””””　（45）（141）

［十画］

徐道覆羅浮山記　050803’”””一””””甲一”一のー’””　（34）（113）

徐蜜符天台山記　050501一…”””””””曹””’”…（23）（83）

徐蜜期南嶽記（南岳記）050601一…一…一…一……一一（26）（89）

曇天王山記　→　恒山記　050101

鳥嶺山記　050505　”－””””’””一一”－”””””””（24）（85）

股斌武當山記　→　武當山記　050606

泰山記（太山記）050201………一………一一一”””・（18）（73）

華山記　050701　””甲”””””’””一”””””’”－”　（31）（101）

華山精舎記　050702　一一……………一一…………（31）（104）
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荊山記　050609”一””””””””’一””””一一””一”　（29）（98）

衰山松宜都山川記　050611…一一一一一一一””一一””－

衰彦伯羅山疏　→　衰彦伯羅浮山記　050801

衰彦伯羅浮山記　050801一一…一一一一一一一”『”一””””

衰彦伯羅浮山疏　→　衰彦伯羅浮山記　050801

（29）　（100）

（33）（107）

馬第伯封禅儀記　050202　一一一一一一一一一一…一一一一一…　（18）

［十一画］

張又新煎茶水記　055014…一一……一一…一一一…
張密盧山雑記　051009一”””””””””障一”””””’

張野盧山記　051004…一一…一一……一””””””

張須九江圖　→　九江圖　055007

張須元九江圖　→　九江圖　055007

張須元縁江圖　→　九江圖　055007

（45）　（142）

（39）

（37）　（122）

常山圖経　→　恒山圖輕　050102

准地記　055011 （45）　（139）

陸鴻漸顧渚山記　→　顧渚山記　050502

【十二画］

傅先生南岳記

傅玄華嶽銘序

050602
050704

（26）　（92）

（32）　（106）

尋江記　→　尋江源記

尋江源記　055009
055009

（44）　（135）

庚仲雍江水記　→　庚仲雍江記　055008
庚仲雍江記　055008…”””’”””””一”一””一『”’　（43）（134）

庚仲雍江圖　→　庚仲雍江記　055008
庚仲雍漢水記　055010一一……”－””””’””””…（44）（137）

湘中山水記　050613一一………一一…一一一………（30）

遊名山志

遊名山記

遊名山者

遊盧山序

→　謝蜜運遊名山志　050004

→　謝蜜運遊名山志　050004

→　謝霊運遊名山志　050004

→　伏酒遊盧山序　051008
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開河記　055005　一一…一…””一甲”甲”””一”一”””　（42）

［十三画］

嵩山記　→　盧元明嵩高山記　050301

嵩高記　→　盧元明嵩高山記　050301

幕阜山記051011一一…一一一一一一一一…一一………一（40）（127）

漢水記　→　庚仲雍漢水記　055010

煎茶水記　→　張又新煎茶水記　055014

虞仲翔川漬記　055012　”””””””””’－一”’””…（45）（140）

賞耽吐蕃黄河録　055017……’－”’”’”””甲””暉一…（46）

遠法師遊山記　051002一一一一一…””””一”””””－（36）（117）

遠法師盧山記　→　盧山略記　051001

［十五画］

劉會卸山記　袖　劉蕾卸山記　050203

劉澄之永初山川記　→　永初山川古今記　050007

劉澄山川記　→　永初山川古今記　050007
劉遺民盧山記　051005”””一－”－”””’”’”””””’（38）（123）

劉曹卸山記（劉蕾鯛山記）050203　一一…一…一”””－’（18）（75）

廣州山川記　050804””””一”『””””一’””””””（34）（ll4）

［十六画］

盧元明嵩高山記　050301一……一一一一……一………

盧肇海潮賦　→　海潮賦圖　055003
盧鴻嵩山記　050302　”””’””－””””一”””””’

衡山記　050603一一…”””””－”’”””””””’”

衡山圖脛　050604””””””””－”’’”””’””””

（20）　（76）

（20）

（26）　（93）

（27）　（95）

［十七画］

謝康楽山居圖　→　山居圖　050005

謝霰運名山記　→　謝蟹運遊名山志　050004

謝蜜運記　→　謝蜜運遊名山志　050004
謝蜜運遊名山志　050004　一一一…一一…””’””一””　（11）（59）
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盧山略記　051001”一””””””一”一一”””一一”一一一“（36）（H6）

盧山記（無記名）　051007一一一……一…一一一一一…一（38）（125）

麓山記　→　宗淵麓山記　050610

羅含湘中山水記　→　湘中山水記　050613

羅浮山記　→　蓑彦伯羅浮山記　050801

羅浮山疏　→　竺法眞登羅山疏　050802

調子和海嬌志　055020一一…一…一…一””曹一一”－””一－（47）（144）

［二十画］

繹道安四海百川水源記　055016　……一……一…一・一（46）

繹慧遠鷹山記　→　盧山略記　051001

實叔蒙海濤志　055004一……””’”””””””””一甲（42）

［二十一画］

顧榿之虎丘山序　050402…一一…一…一…一一一一…一（22）（82）

顧渚山記　050502　…”一”””’””””一”『””－一””　（23）
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